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序文

　和光市では郷土にゆかりのある貴重な文化財などを後世に伝え活用するため

に、これまで多くの方々から資料をご提供いただき、文化財保存庫に収蔵して

まいりました。これらの収蔵物等を広く市民の皆様方にご紹介し、本市の歴史

や文化をご理解いただくため、平成 24年 4月 1日からＷ eb上で「和光市デジ

タルミュージアム『れきたま』」の配信を開始しました。配信開始以来、年間

約 20,000 件の閲覧をしていただいております。そして、『れきたま』の充実

をさらに図るべく、和光市文化財保護行政の 1年間の成果を取りまとめた「和

光市デジタルミュージアム紀要」を創刊し、併せてＷ eb 上での公開をしてか

ら今年度で第 6号となりました。

   今回、和光市職員中岡貴裕氏と十文字学園女子大学の石川敬史氏から「和光

市における移動図書館の歩み‐インタビュー調査中間報告‐」と題した貴重な

成果をお寄せいただきました。また、和光市文化財保護委員の矢崎康彦氏から

は、平成 26年白子小学校に寄贈された資料の中から長嶋醸造日誌をまとめた

成果をいただき、紀要内容の充実にご協力を賜りました。

    さらに、お役目を終えることとなった老母稲荷社についての資料紹介や令和

元（平成 31）年度の埋蔵文化財調査年報も併せて掲載いたしております。

　有形・無形文化財、民俗的文化財など先人の残した文化財は、本市の貴重な

財産であり、後世に残していく責任があります。また、このような文化財の蓄

積は、当市の歴史や文化財を学び理解していただく上で有効なものであると考

えています。

　最後になりましたが、本紀要の刊行にあたりまして日ごろからご指導いただ

いております埼玉県教育局市町村支援部文化資源課、和光市文化財保護委員会

委員各位、また、公私ともご多用の中、たくさんのご教示・ご高配を賜りまし

た関係者の皆様に心より厚く御礼申し上げまして、あいさつといたします。

　令和 2 年 3 月
　和光市教育委員会
　教育長　大久保昭男
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和光市における移動図書館の歩み

中岡 貴裕・石川 敬史 

１．研究の視角と目的

　移動図書館とは、「公共図書館が図書館を利用

しにくい地域の住民に対して、何らかの移動手

段を用いて図書館資料を運び、図書館員による

図書館サービスを提供する方式」1 である。最も

代表的な移動手段はトラックやバスを改造し書

架やスピーカーを装備した自動車であり、日本

図書館協会による『日本の図書館：統計と名簿』

によると 2018 年に全国で 538 台の図書館車 2

が地域を走っている。本稿における移動図書館

とは、こうした自動車による移動手段を用いた

活動を指すこととする。

　日本における移動図書館の先駆けは、1949

年 9 月に巡回を開始した千葉県立中央図書館の

「訪問図書館ひかり」3 であった。さらには、移

動図書館「ひまわり号」1 台から図書館を「開館」

（1965 年 9 月）し、当時の公共図書館を大きく

変革させた日野市立図書館の活動 4 も全国各地

の図書館に大きな影響を及ぼした。こうした自

動車には、個人貸出や書架の公開（千葉県）、全

域サービスや貸出、児童サービスの重視（日野

市）など、当時の図書館の目指す姿が体現され

ていた。これまでの移動図書館の台数をみてい

くと、1997 年の 697 台をピークに増加してい

たが、以後減少が続いていく 5。しかし、東日本

大震災（2011 年 3 月）以降、移動図書館は再

評価される傾向にあり 6、台数の減少は比較的緩

やかになっている。

　他方で、近年、日本の戦後史・地域史研究に

おいて、地域に暮らし関係性を育む人々の経験

に焦点をあて、戦後日本の地域社会形成過程を

考察する研究がみられる。例えば、鬼嶋淳は埼

玉県の入間地域を中心に、戦後地域社会の形成

－インタビュー調査中間報告－

を対抗関係の変化を軸にして詳細に検証してい

る 7。森武麿らは、1950 年代における都市と農

村の重層的関係、さらには共同性と協同性に着

目しながら、神奈川県小田原地域を中心に地域

社会の再編を検討している 8。これらの研究は、

激動の戦後地域社会を動態的にとらえる視角に

よって考察されている 9。

　これに加えて、大門正克は、地域に暮らす人々

が生きるための関係性を矛盾や葛藤の中でどの

ように創り出したのか、という「生存」や「生

きること」に着目している 10。大門は「生存す

ることは人と人のつながりのなかにあるのであ

り、生存すること自体のなかに他者に働きかけ

るきかっけが含まれている」11 とし、人々が生

きる地域社会の重層的な相互関係を指摘してい

る。

　本研究で対象とする埼玉県和光市は東京都練

馬区と板橋区に接する埼玉県南部に位置し、都

内への交通アクセスも非常に良い。30 － 40 歳

代の人口が最も多く、現在も和光市の人口は

増加し続けている 12。和光市の歴史を遡ると、

1952 年には本田技研工業株式会社の大規模工

場をはじめとする工場の進出、さらに 1965 年

以降は西大和団地や諏訪原団地など大規模な公

団住宅が建設され、統計上の夜間人口が増加す

るとともに、転入者と転出者の増加という人口

流動の激化も顕著になった 13 。1970 年に大和

町から和光市へ市制が施行した後も人口が増加

し続け、小中学校の増設も進められていく。

　しかしながらその間、教育費に占める社会教

育費はわずかであったという 14。例えば公民館

については、1953 年に大和町公民館の設置以

降、1961 年の白子分館、1962 年の新倉、吹上、

牛房の各公民館の設置と続いていくが、図書館

【論稿】
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をみていくと、建物の図書館の開館ではなく、

1973 年の移動図書館「やまびこ号」の開館か

ら始まる。和光市における図書館は公民館の図

書室に限られていたが、地域住民の「和光市に

移動図書館をつくる会」による運動・請願を背

景に「やまびこ号」1 台から図書館が開館した

歴史があった 15。

　本研究では、戦後期に地域社会が大きく変動

し、かつ地域住民の運動・請願によって 1 台の

移動図書館から開館したという特徴を有する和

光市を対象に、当時、移動図書館の巡回を担っ

た図書館員、さらには移動図書館を要望し、移

動図書館活動を支えた地域住民らが、移動図書

館に何を求め、何を期待していたのかを検討す

る。本稿では、こうした研究の中間報告と位置

づけ、当時「やまびこ号」の巡回を担っていた

かつての図書館員の方々を対象としたインタ

ビュー調査 16 にもとづき、当時の資料を用いな

がら和光市における「やまびこ号」の歩みを実

証的に検討する。こうした検討は、移動図書館

を媒介に、戦後地域社会における人と人との相

互関係や共同性の考察に結びつけることができ

るとともに、移動図書館に対する運動と実際の

巡回が戦後の地域社会の形成においてどのよう

な位置を有していたのかを明らかにすることが

できる。

２．「やまびこ号」の歩み

2.1　インタビュー調査

　和光市における移動図書館「やまびこ号」の

歴史を実証的に検証していくにあたり、資料の

収集・検討とともに、実際に「やまびこ号」に

関わってきた人々へのインタビュー調査は重要

である。本稿では、2019 年に実施したインタ

ビュー調査のうち和光市の元図書館職員（2 名）

によるインタビュー調査を対象に、収集した資

料も踏まえながら「やまびこ号」の歩みを中間

的に報告する 17。なお、2 名へのインタビュー

項目はそれぞれ個別に設定したが、本稿で掲載

したインタビュー記録については、内容を整理・

抜粋するとともに、年表記は西暦で統一した。

なお、インタビュー記録の詳細は、今後、本研

究の報告書としてまとめる予定である。

　本稿が対象とするインタビューの日時や対象

者、略歴については、次のとおりである。

(1) 栁下昇氏インタビュー

日時：2019 年 2 月 4 日（10：00 － 12：00）

場所：和光市図書館会議室

　栁下氏は「やまびこ号」が巡回を開始した翌

年度（1974 年 4 月）に和光市職員となり、和

光市中央公民館図書室に配属。「やまびこ号」の

運転業務等も担当した。その後、社会教育課や

総務課など市役所内の異動を経て、和光市図書

館長、再任用職員として図書館業務に携わった。

(2) 海老原伸子氏インタビュー

日 時：2019 年 8 月 4 日（13：00 － 15：00）

場所：アルコイリス（和光市内）

オブザーバー同席：茂呂あかね氏（和光市教育

委員会）

　海老原氏は 1973 年 8 月に和光市職員となり、

和光市中央公民館図書室に配属され約 10 年勤

務。司書の有資格者。以後、和光市図書館が開

館（1983 年 8 月）した後は同館において約 10 年。

通算約 20 年間図書館業務に携わった。

2.2　「やまびこ号」前史

　和光市の移動図書館「やまびこ号」の開館式

は 1973 年 12 月 17 日に行われ、翌 18 日から

市内の巡回を開始した。「やまびこ号」が巡回を

開始した当時、和光市には図書館は存在せず、

その機能は中央公民館の図書室が果たしていた。

　中央公民館図書室の開館は、市制以前の大和

町（現・和光市）であった 1962 年 8 月 23 日

にさかのぼる。大和町の中央公民館図書室につ

いては、当時の大和町の広報誌『広報やまと』

において、「あなたの家庭の書斉のように公民館

の図書室を、どうぞどしどしご利用ください」18

と触れられているように、小規模ではあるが少
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しずつ図書館としての歩みを進めていた。

　その後、中央公民館は新たに建設される総合

庁 舎 内 に 移 転 す る た め、1970 年 12 月 26 日

をもっていったん休止し、総合庁舎に移転した

1971 年 6 月 1 日から活動を再開した（図１、

図２）19。中央公民館の新たな図書室は 3 階に

設置され、24 の閲覧席、閉架書庫を含め約 5,000

冊が収容できる規模の図書室であった。1983

年 8 月に現在の和光市図書館が開館するまでの

間、この中央公民館図書室は和光市の図書館機

能を担っていた。 

図１　和光市総合庁舎配置図

図２　和光市総合庁舎内の中央公民館図書室

（『広報わこう』13 号　1971 年 5 月 1 日　p2 より転載）

（『広報わこう』13 号　1971 年 5 月 1 日　p6 より転載）
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2.3　「やまびこ号」と請願活動

　総合庁舎に中央公民館図書室が移設されたも

のの、和光市には図書館は存在しない状況が続

いた。こうした中で、1972 年 11 月末に市民が

主体となって「和光市に移動図書館をつくる会」

が発足した 20。同会は「身近なところに本があ

り、市民のだれもが平等に、より多くの図書を

利用できるように」という願いを込めて請願署

名運動に取り組み、「市内 15 ヶ所に図書館バス

を走らせましょう」というチラシ（図３）21 も

作成された。そして、同年 12 月 9 日に市議会

に対して 3,513 名の署名を添えて請願を提出し

た。このように、和光市の市民による移動図書

館を求める請願活動は、「やまびこ号」の歴史に

おいて重要な出来事であったことがわかる。

　

海老原：県立の一日図書館「むさしの号」22 が

まずあって、そこから請願活動が始まったん

でしょうね。あの頃の市民運動はすごかった

ですよ。

茂呂：時代もあったんでしょ？和光市に限らず。

海老原：ええ、そういう時代でしたね。

中岡：請願活動をされていたのは団地に住んで

いる方で熱心な方がいたと聞いています。そ

の方が中心でしょうか？

海老原：そうですね。熱心にいろいろなことを

やっていました。諏訪原団地の家庭文庫とか

やっていらしてね。

中岡：請願の代表者としてお名前を目にしまし

た。あとはご本人が文章を書かれているんで

す。

石川：この『月刊社会教育』の記事 23 ですね。

海老原：そうなんだ。すごいですね。当時、職

員で中央公民館の社会教育主事の方がいらし

たんですが、おそらくその方と一緒にいろい

ろ活動されていたのではないかと想像はでき

ますね。

2.4　名称とテーマソング

　請願が市議会に提出され、それを受けて和光

市は移動図書館をつくることとなった。1973

年 8 月 15 日の『広報わこう』には車名とテー

マソングを公募する記事があり、移動図書館開

館に向けた準備が進められていることがわかる。

続く同年 11 月 15 日の『広報わこう』には車名

が「やまびこ」、テーマソングを「手のひらを太

陽に」とすること、ステーション 24 は 14 ヶ所

になることが報告されている。ここでは「やま

びこ」という命名の由来について、「この移動図

書館の活動が、明るい太陽のもとに、やまびこ

のように地域のすみずみまでこだましあい、市

民のみなさんの読書活動が活発に進展し、創造

的でゆたかな文化都市の建設に寄与することを

期待して命名されました」と記されている。

茂呂：移動図書館のステーションは何か所でし

たか？

海老原：最初は 14 か所でしたね。

中岡：諏訪原団地へは県立の一日図書館がいっ

図３　和光市に移動図書館をつくる会によるチラシ
（『くらしのなかに図書館を　―埼玉県立公立図書館白書 1973

―』p14 より転載）
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ていましたね。

茂呂：一日仕事だったのでしょうか？

海老原：県立図書館は一日仕事です。「やまびこ

号」は半日仕事です。午後に 2 ヶ所いきます。

茂呂：音楽（テーマソング「手のひらを太陽に」）

をかけて出かけていたのですか？

海老原：そうです。ステーションの近くに行く

とテープをかけます。

石川：音楽は公募だったのですか？　「やまびこ

号」という名称も？

海老原：当時の広報で募集していましたね。

中岡：テーマソングの「手のひらを太陽に」と

いうのは、歌詞付きのメロディーを流してい

たのでしょうか？

海老原：いやいや、歌詞はつかないですね。カセッ

トテープで歌詞がつかないものです。

中岡：巡回をはじめてからずっと同じ曲ですよ

ね。

海老原：そうです。「やまびこ号」の名前の由来

は、坂が多いから「やまびこ号」になったと

いう気はします。

中岡：当時の広報誌で「やまびこ号」の名前な

どが決まった時の記事があるのですが、どの

ように決まったのかは書かれていないですね

･･････。

茂呂：両方とも公募したのでしょうか？

海老原：両方とも公募でしたね。そういうやり

方も、公民館職員で経験のある方のアイディ

アだったのではないかと思いますね。最初か

ら市民と一緒にやっていくというやり方で

す。

図４　やまびこ号外観
（『埼玉の移動図書館 1977』　p28 より転載）

図６　やまびこ号巡回開始を伝える『広報わこう』（1）
（『広報わこう』78 号　1974 年 1 月 15 日　p1 より転載）

図５　やまびこ号開館式の様子を伝える『広報わこう』
（『広報わこう』77 号　1974 年 1 月 1 日　p5 より転載）

図７　やまびこ号巡回開始を伝える『広報わこう』（2）
（『広報わこう』78 号　1974 年 1 月 15 日　p2 より転載）
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2.5　やまびこ号の製作と巡回開始

　「やまびこ号」は、株式会社林田製作所（大宮

市：現・さいたま市）において製作された。車

両は日産のシビリアン（マイクロバス改造）、書

架装備を内外にもち、積載図書数は 2,200 冊と

いう記録がある 25。完成した「やまびこ号」（図

４）は、1973 年 12 月 17 日に開館式が行われ

（図５）、翌 18 日から市内の巡回を開始した（図

６、図７）。「やまびこ号」の利用資格は市内在住・

在勤者であり、利用冊数は 1 人 3 冊まで、貸出

期間は次回の巡回日までの 2 週間とされた 26。

中岡：海老原さんが採用された頃（1973 年 8 月）

は、まだ移動図書館の本体はできていなかっ

たですよね？

海老原：本体はできていなかったと思います。

購入の予算はついていて、ニッサンシビリア

ンを改造すればよかったので、意外と早くで

きました。1973 年 12 月には巡回していまし

た。

石川：ちょうど自動車が納品された頃について

のご記憶はありますか？

海老原：新車が納品されました。駐車場がない

から市役所の玄関のところにとまりました。

前の市役所の正面玄関はいるとすぐ噴水があ

りました。その玄関のすぐ外に停まっていた

ので、市民の目に一番とまるから、PR にもな

りました。

茂呂：その後も、「やまびこ号」は普段からそこ

に停まっていたんですか？

海老原：ずっと停まっていました。

石川：屋根はないところでしょうか？

海老原：そこには屋根というか市役所の玄関先

なので屋根のようなものはありました。住宅

公団の大きな団地ができて、そこに新しい住

民がどんどん入ってきて、社会教育的な活動

が爆発的に進んでいきました。そのときの市

長が栁下市長で、福祉と教育に力を入れるん

だといっていました。

2.6　職員の体制と「やまびこ号」の巡回

　和光市内を巡回する移動図書館「やまびこ号」

は、中央公民館図書室の職員によって運営され

ていた。1983 年に和光市図書館が開館するま

での中央公民館図書室の職員体制は、基本的に

3 人であった。「やまびこ号」の巡回にあたって

は 2 名の職員が担当していたという。

海老原：移動図書館が開始するということで、

私が 1973 年 8 月に職員に採用された時は、

中央公民館図書室の職員は 1 人いました。あ

とパートの方が 1 人です。1974 年 1 月に運

転のために職員 1 人が新規採用されました。

1 月からは職員 3 人体制で、パートの方は辞

めました。その後は職員 3 人体制で図書館が

開館するまで、ずっとやってきました。以前

からいた経験のある職員の方も途中で退職し

たり、他の職員 2 人も異動で何人かは変わり

ましたが、私はずっと、公民館図書室と移動

図書館の業務を行ってきました。

石川：ずっと 3 名の方で、運転する方と同乗す

る方という体制で運営していたのですね。

海老原：そうですね。3 人体制で運営していま

した。中央公民館図書室と移動図書館をね。

中岡：やまびこ号は、普通免許で運転できたん

ですよね？

石川：でも、普通免許で運転しろと言われても

なかなか難しいですよね？

栁下：慣れるまで先輩に教わりながらね。

中岡：マニュアル車ですよね？

栁下：そうです。

石川：車は大きいですしね。ちょっと運転して

といわれても抵抗感がありますよね ･･････。

栁下：だから、道路の左側に白い線が引いてあ

りますよね。あれが頼りです。こっちのミラー

で白い線のギリギリのところを走って。でも

バックが一番いやだったね。特に小学校なん

かでバック帰るときはいやだったね。だれか
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に後ろを見ていてもらわないと怖いよね。

中岡：ルートなどはどのようにして決めていま

したか？

栁下：その日に行くステーションは決まってい

たけど、ステーションに行くまでのルートは

決まってなかったですね。ステーションに行

くまでに、「この辺ならこられそうかな」と

いう範囲のあたりで音楽を流して走行しなが

らステーションに到着するようにしていまし

た。ステーションで広報するのではなく、到

着するまでに広報するわけだから、たまには

こっちのほうに行ってみようかということも

ありました。

中岡：「やまびこ号」にはスピーカーがついてい

たのですか？

栁下：ついてました。

中岡：声でお知らせしたりとかもされたり？

栁下：「手のひらを太陽に」の音楽だけだと思い

ます。

中岡：走行中ずっと流していたのですか？

栁下：ステーションの付近になってからだね。

そうしないと、どこのエリアだかわからなく

なってしまうから。停まるエリアのあたり

になってから流してましたね。走行中は大き

い車だったから、狭い道に入ると屋根が出っ

張っていたり看板が出っ張っていたりするか

ら、注意してましたね。

2.7　ステーションと世話人

　「やまびこ号」のステーションは、当初 14 ヶ

所が設定された（図８）。その後、埼玉県立図書

館による一日図書館「むさしの号」による巡回

の終了や、和光市内に新たな公民館図書室が開

設する中で、「やまびこ号」のステーションは、

場所を変えながら巡回することとなる（図９）。

　加えて「やまびこ号」は、ステーションごと

に「世話人」と称する市民の方々によって支え

られていた。この世話人は、「やまびこ号」巡回

当日に貸出や返却等の作業を担うため、和光市

教育委員会からステーションごとに 1 ～ 4 人委

嘱された 27。

中岡：地域の世話人の方はどのような活動をさ

れていましたか？

栁下：貸出、返却ですね。とにかく手作業だから。

石川：世話人の方はどのように選ばれていたの

でしょうか？地元の自治会などから選ばれた

りなど？

栁下：地元の顔が見える人でしたね。どのよう

に選ばれたのかはわからないけど。みんな良

い方々でしたね。

石川：ステーションに「やまびこ号」が行くと

世話人の方がそこにいるわけですか。

栁下：そこで待っててくれてましたね。

図８　巡回開始当初の「やまびこ号」駐車場位置図
（『広報わこう』78 号　1974 年 1 月 15 日　p3 より転載）
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石川：机を出してくれるなど ･･････。

栁下：そうそう。それでその人たちと世間話と

いうか、井戸端会議みたいなお話をしながら

楽しくやってましたね。

石川：貸出が相当な量になると、人が殺到する

ので、大変だったのでは ･･････。

栁下：そう、ごちゃごちゃしてね。子ども向け

の本は車内で、全員が中に入れないので「並

んでー」といったりとか、そういう人の整理

になんかは自分たちがしたりとかしました。

石川：ステーションで手伝ってくれる方は毎回

同じ方でしたか？

海老原：同じ方でしたね。

石川：広報にお名前が載っていましたね。

海老原：自治会に頼んだのか手を挙げてもらっ

たのか、どうやって決まったのかはちょっと

記憶にはないのだけど ･･････。地域と一緒に

やっていくというのは良いですよね。とても

良いやり方だったと思います。

･･････（略）･･････

茂呂：時間になると世話人の方々は現地で待っ

ているのですか？

海老原：そうです。貸出なんかもやっていただ

いて。職員は見ているだけだったり（笑）。そ

の方々が地域の子どもたちに声をかけたり、

本を探すのを手伝ったりして。

茂呂：地域の方がそれだけ熱心なんですよね。

中岡：広報によると、世話人の方は数年後に代

わったりされてますね。

海老原：そうでしたね。それで人数も変わって

いったと思います。

石川：世話人同士でほかの地域の方との交流な

どはありましたか？

海老原：それは無かったと思いますね。

石川：行ってみたらステーションにいなかった

･･････ なんてことは無かったですか（笑）。

海老原：それは無かったですね。でも、和光市

図書館ができるころになると、「やまびこ号」

の世話人の方はいなくなっていったような気

がします。

石川：こういう制度を考えたのも、先ほどの経

験のある職員の方でしょうか？

海老原：おそらく。そうだったのではないかと

思います。市民と一緒にやっていくというね。

そういう時代でしたね。
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図 10　移動図書館「やまびこ号」利用推移
※『和光の教育』の各年度，『埼玉の移動図書館　1977』，『埼玉の移動図書館 25 周年記念号』，『埼玉の移動図書館 1981』による。
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2.8　移動図書館の利用者

　「やまびこ号」の利用者数は図 10 にまとめた

とおりである。なお、1977 年度の統計は現時

点で確認が取れていないため空白としている。

確認できる記録の限りでは、開始翌年度にあた

る 1974 年度に利用冊数、利用人数ともに最高

値を記録している。その後、おおむね順調に推

移するものの、1983 年度から急激に利用者、

貸出冊数ともに減少していく。この減少の理由

にはさまざまな要因が考えられるが、一つには

1983 年 8 月に和光市図書館が開館したことが

影響しているといえる。

中岡：ステーションごとによく来る利用者さん

の記憶などありますか？　利用者さんと良く

しゃべったり ･･････。

栁下：話した記憶はあるよね。いろんな人が来

てました。

石川：全体的には子どもたちが多い印象ですか？

栁下：そうですね。小学生ですね。

石川：大人の方の利用となりますと、女性が多

いでしょうか？

栁下：そうでしたね。小さい子と一緒に乳母車

とか、子どもを抱いてきている人もいたし。

団地に行くと主婦が多かったです。

石川：ステーションによって、子どもが少ない

とか、ご高齢の方が多いとか、男性の方が来

ていたなどの印象はありますか？

栁下：男性は少なかったね ･･････。

中岡：「やまびこ号」の利用者さんは、どのよう

な方々だったのでしょうか？

海老原：利用者さんは、やっぱり子どもとお母

さんですかね。午後、子どもが帰ってくるく

らいの時間だから。

茂呂：あの頃は絵本ブームでしたよね。今でも

読む子はもちろんいるけれど、あの頃はどん

な子でも絵本を読んでいたような気がしま

す。定番絵本ってあったじゃないですか。今

の定番絵本の出だしのころですよね。だから

やっぱり盛り上がっていたのかなぁ。

海老原：えぇえぇ。盛り上がっていたよね。

石川：貸出方法はブラウン式？

海老原：そうです。ブラウン式。なつかしい言

葉ね。ポケットにハンコを押して。

茂呂：それだとジャンジャンお客さんがきちゃ

うと ･･････。

石川：最初は列になってしまいますよね。

海老原：一時間いるんだけど、20 分くらいで最

初のお客さんは帰っちゃいますからね。どの

くらい貸出があったかなぁ。

石川：ステーションでは利用者登録などもでき

たのですか？

海老原：もちろんできます。借りる人は大人の

方でも多い人はこんなにたくさん借りて。

石川：利用者さんはステーションまでは自転車

などで来るのですか？それとも歩いて？

海老原：歩いての場合が多かったです。

石川：本を入れるカゴや袋などをお持ちになっ

て ･･････。

海老原：そうだったでしょうね。

･･････（略）･･････

中岡：利用者さんの変化などの実感はあります

か？

海老原：最初はワーっと来るんです。非常に利

用も多かったけど、だんだん少なくなって

いって。いつごろからかだんだんとね。2 週

間に 1 回しか来ないわけだから。

中岡：だんだん利用者さんは減っていったとい

うことですが、利用者さんの層というのはあ

まり変化がありませんでしたか？

海老原：あまり変わらなかったと思いますね。

やっぱり小さい小学生ぐらいまでのお子さん

と女性。

中岡：男性はなかなか時間的に借りられなかっ

たということでしょうね。利用者さんは、借

りにきてその場でずっと読んでいかれるとい

うことは無かったですか？
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海老原：それはあまり無かったですね。基本的

に貸し借りだから、終わったら帰ってしまう

かな。

中岡：利用者さんとお話したりとかは？

海老原：それはありましたね。常連さんとかと

お話したりね。

茂呂：「この本入りましたよ」とか？

海老原：そうですね。

中岡：当時の記録には紙芝居の貸出があったよ

うなのですが、紙芝居を実演したりなどはさ

れてましたか？

海老原：やった記憶はないですね。でも、紙芝

居の枠はあったからやっていたこともあった

のかな。ちょっと記憶はないけれども。

３．和光市を走る「やまびこ号」

　本稿では当時「やまびこ号」の巡回に携わっ

た栁下氏と海老原氏へのインタビュー記録にも

とづきながら、和光市の移動図書館「やまびこ号」

の歴史について中間的な報告として整理した。

これまでの調査により、多くの市民の要望によっ

て移動図書館「やまびこ号」の巡回を開始する

とともに、名称やテーマソング、ステーション

の運営など、市民と行政・図書館員とがともに「や

まびこ号」を創ったプロセスをみることができ

る。「やまびこ号」が、単なる図書館のサービス

として一方通行として地域を巡回していたので

はなく、市民と共に活動しながら、市民生活の

足下に巡回することで、地域全体で「やまびこ号」

を受容していたことがうかがえる。

　「やまびこ号」の調査研究については着手し

たばかりであるため、本稿によってみえてきた

課題も多い。第一に、和光市における移動図書

館請願活動を実証的に明らかにすることである。

具体的には、建物の「図書館」とは異なり、「移

動図書館」を求める市民の請願活動の目的や背

景、さらには請願活動がどのように行われ、市

内で移動図書館を求める機運が高まった過程な

どである。「やまびこ号」の出発点となった請願

活動の実像を明らかにすることは、「やまびこ号」

が目指した理念とともに、和光市において「図

書館」がどのように期待されたのかを検討する

うえで重要な意味を持つものといえよう。

　第二に、和光市内における埼玉県立図書館に

よる移動図書館「むさしの号」の巡回の歴史を

たどることである。和光市では「やまびこ号」

の巡回以前、1962 年から「むさしの号」が巡

回していた 28。特に一日図書館「むさしの号」

が和光市の西大和団地において開館式が行われ

たこと 29 を踏まえると、埼玉県立図書館による

移動図書館「むさしの号」巡回の影響が大きかっ

たことが推測できる。和光市内における「むさ

しの号」の巡回を明らかにすることは、市民が

「図書館」に何を期待したのかを検討することに

結びつけることができる。

　第三に、ステーションの世話人をはじめ、移

動図書館「やまびこ号」の巡回を支えた市民の

存在である。とりわけ、和光市内には大規模団

地が建設され、同時に市内に地域文庫や読書会

活動が拡大した歴史もあった。当時のこうした

読書活動の広がりと、公民館図書室や「やまび

こ号」との関わりから、市民が「図書館」や「や

まびこ号」に何を期待し、どのように支えてい

たのかを検討することができよう。

　今後も、「やまびこ号」に関わった方々へのイ

ンタビュー調査を進めていくとともに、行政文

書をはじめとする資料調査を重ね、和光市の移

動図書館「やまびこ号」の歩みを実証的に検討

するとともに、移動図書館を媒介とした戦後地

域社会形成を考察していきたい。
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　老母稲荷社について

1. はじめに

　和光市教育委員会は、和光市中央 2 丁目
5 番地付近の住宅敷地内で保管されていた
「老

ろ う ぼ い な り

母稲荷社」が廃祀される連絡を受け、聞き
取り調査や実測調査を行った。その後、老母稲
荷社を文化財資料として保存・活用できるかの
協議を重ね、今回は記録保存という形で後世へ
残すこととなった。
　本稿は、老母稲荷社の経緯の聴取や実測、観
察を行い記録化することが目的である。
　なお、石造物に刻まれた文字の読み解きは和
光市文化財保護委員の並木實氏にご協力をいた
だいた。

安井　翠

【資料紹介】

図 1　老母稲荷社鳥居

2. 老母稲荷社

　まず、この稲荷社は、どういった社なのかを
判断しようとしたが、祠の前に置かれた鳥居の
額に陰刻された最初の 2 文字「□□稲荷社」（図
11-1）を読み解くことができなかった。
　調査を進めていくと、祠内にある木札裏面に
「老母稲荷大明霊」の記述を見つけた（図 14-
2）。そのため、「老母稲荷社」と断定し呼ぶこと
とした（図 11-2）。
　この老母稲荷社は、明治 16（1883）年 5 月
田中八百藏によって再建されたものである（図
13）。元々、老母稲荷社は寛政元（1789）年に
建てられ、西広沢原に位置していたが、明治
14（1881）年都合により地主宅へ移されたこ
とが鳥居額に刻まれている（図 12-1、-2）。
　明治時代における西広沢原の所在地は、土地
名寄帳（新座郡下新倉村）によると西廣沢原
4934-1（4 反 9 畝 11 歩・林）、4934-2（29 歩・
宅地）とわかっている（図 4）。
　この広沢の地は享保年間（1716-1736）に開
墾され、享保 17（1732）年に検地が行われた。
老母稲荷は、その 57 年後の寛政元（1789）年
に建立されたこととなる。現在の県立和光国際

高校と西大和団地の通り市道476号（桃手通り）
あたりに位置していたと推測される（図 3）が、
はっきりとしたことはわかっていない。その後
何らかの都合により、西広沢から中央 2 丁目
の地へと移った（図 5）。
　また、台座には、下新倉村以外の白子村や新
倉村（広沢、原新田）、膝折村や溝沼村、田嶌
村など現在の朝霞市に当たる近隣地域の方の名
前が見受けられる（図 17・18・19）。幅広い
地域の講員により祀られていたことが伺える。

図 2　老母稲荷社正面
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　老母稲荷社について

図 5　老母稲荷社の移設地点

和光市役所

和光国際高校
交番

図 4　土地名寄帳（新座郡下新倉村）
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図 6　老母稲荷社祠（正面）

3. 実測・拓本調査　

　実測・拓本調査は、令和元年８月 27 日に本
教育委員会が行った。また、陰刻文字の判別に
ついては文化財保護委員並木實氏の協力を得
た。
　漢字は、原則として常用漢字を用い、その他
は原文に従ったが、原文をそこなわない範囲
で、次の点を改めた。
（1）破損などで判読できない文字は、字数の
わかるものは□、□□で示した。
（2）読点、並列点は、適宜付した。
　縮尺は、実測図：1/10、拓本：原本ままの
ように統一した。

駐車場

家

老母稲荷社
手水鉢

飛
び
石

鳥居

市道 72 号線

市道
60
号線

図 7　老母稲荷社概略見取り図
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図 8　実測図（正面）   S=1/10
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コンクリ－ト コンクリ－ト空間空間

30cm

46cm

7cm

13cm
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9cm
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60cm

36cm
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70cm

141cm
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図 9　実測図（側面）  S=1/10
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正面

横面 裏面

鳥居

右左

図11 図12 

図20

図16 

図15 

図17 図18

図13 

図19 

図11 鳥居額正面
図12 鳥居額裏面
図15 正面扉
図13 塔身裏面
図16 中座正面狐
図17 右側面台石（1台目）
図18 左側面台石（1台目）
図19 裏面台石（1台目）
図20 台石正面（2台目）

図 10　拓本配置図
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図 11-1　鳥居額正面
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図 12-1　鳥居額裏面
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図 11-2　鳥居額正面
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図 12-2　鳥居額裏面
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図 13　塔身裏面　
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　老母稲荷社について

図 15　正面扉
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　老母稲荷社について
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　老母稲荷社について
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4 まとめ

　今回、老母稲荷社を後世へと伝えるため本稿
に記録した。
　老母稲荷社は、現在の朝霞市膝折・溝沼・田
島、和光市の広沢・下新倉・白子・長久保・浅
久保、東京都赤塚といった幅広い地域の人の名
前が台座に刻まれており人々の交流が伺える点
が特徴的である。
　江戸時代の寛政元（1789）年西広沢に建て
られた老母稲荷社は、明治 14（1881）年に中
央へ移され、明治 16（1883）年に再建された。
そして、令和元（2019）年 9 月 17 日下新倉氷
川神社の宮司より廃祀、昇神の儀が行われた。
　約 100 年間は西広沢の地で、その後約 135
年間は中央 2 丁目の地で、願主をはじめ子孫
の方や地域の講員が信仰し、200 年以上にわた
り和光市の老母稲荷社として祠守されていたこ
ととなる。
　今回、住民から信仰を集めてきた老母稲荷社
について紀要に書き留めることで、老母稲荷社
が後世へと残り、今後に活かすことができたら
幸いだ。今後の課題として、老母稲荷社の名称
の由来を判明することである。

　最後となりましたが本稿執筆にあたり、並木
實氏にご協力をいただきました。この場を借り
てお礼申し上げます。その他にも、ご協力を賜っ
た方々に深く感謝いたします。

【引用・参考文献】

庚申懇話会編　1995　『日本石仏事典（第 2 版）』　庚　

申懇話会　

和光市　1983『和光市史　民俗編』　和光市

和光市歴史と文化を学ぶ会編　2013　『歩いてまわる

和光の金石文と石造物』　和光市歴史と文化を学ぶ

会

　　　　　　　　やすい　あきら（和光市教育委員会）
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江口　やよい

 1. はじめに

　この年報は、和光市教育委員会が令和元 ( 平
成 31) 年度に実施した埋蔵文化財に関わる調査
をまとめたものである。今年度、試掘調査を
14 件、工事立会を 9 件、計 23 件の調査を実
施した。
　試掘調査は、重機と人力による掘削作業と、
測量・記録撮影を行った。工事立会は、作業状
況を確認したのち記録撮影を行った。
　調査ごとに、調査地の諸情報と概要、試掘調
査については調査範囲を平面図化・断面図化
し、また、作業状況等を撮影した写真により報
告しまとめた。

【実績報告】

2. 表記の仕方

1.　挿図の縮尺は図中に示したとおりである。
調査地点位置図は 1/2500、確認調査トレン
チ配置図は 1/400、トレンチ柱状図は 1/80
であるが、一部異なる縮尺のものを含む。

2.　調査地点位置図は、和光市役所発行の地形
図（平成 20 年修正）を一部加筆・修正加工
して使用した。

3.　遺跡名の前に表記した№は、一覧表の番
号と一致する。なお、ページ順については、
試掘調査を調査日順に掲載した後、工事立
会をまとめて紹介した。

 

資料 1　令和元 ( 平成 31) 年度　埋蔵文化財確認調査一覧表
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№2　庚塚遺跡
調査目的 個人住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市下新倉2丁目5378番、5379番1の一部

調  査  日 平成31年4月3日

調査面積 292.90㎡
調査概要
   調査地は、庚塚遺跡（№11-030）の中央に位置する。

調査は、対象地内に幅約80cm長さ約2m20cm～2m50㎝

のトレンチを3本設定した（第3図）。調査区全体を

140cm～180cm程度まで掘り下げた（第4図）。

　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び

遺物は認められなかった。

試掘調査

調査地点

第2図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第3図　調査区位置図 第4図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）

0 10m

トレンチ１

盛り土

ハードローム

140cm

トレンチ２

盛り土

ハードローム

180cm

トレンチ３

盛り土

ハードローム

160cm

作業状況 掘削状況
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№3　越後山遺跡
調査目的 分譲住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市南1丁目2455番2
調  査  日 平成31年4月11日

調査面積 74.54㎡

調査概要

   調査地は、越後山遺跡（№11-041）の中央に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約2m20cmと2m30cm
のトレンチを2本設定した（第6図）。調査区全体を60cm
程度まで掘り下げた（第7図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

市
道
1号
線

第5図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第6図　調査区位置図

0 5m

第7図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）

トレンチ１

トレンチ２

トレンチ2

耕作土

トレンチ1

耕作土

作業状況 掘削状況
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№4　吹上遺跡
調査目的 個人住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市白子3丁目4387番2の一部

調  査  日 平成31年4月19日

調査面積 102.92㎡

調査概要

   調査地は、吹上遺跡（№11-013）の中央に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約2m20cm～3m
のトレンチを4本設定した（第9図）。調査区全体を60cm
～120cm程度まで掘り下げた（第10図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

第8図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第9図　調査区位置図 第10図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）

0 10m

トレンチ１

トレンチ２

トレンチ3

トレンチ4

A 棟

トレンチ3

盛土

ハードローム

70cm

トレンチ1

ガラ入り
盛土 120cm

トレンチ4

盛土

ハードローム

70cm

トレンチ2

盛土 60cm

ハードローム

作業状況 掘削状況
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№5　吹上遺跡
調査目的 個人住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市新倉3丁目4387番2の一部

調  査  日 平成31年4月19日

調査面積 102.94㎡

調査概要

   調査地は、吹上遺跡（№11-013）の中央に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約3m50cmと4mの
トレンチを2本設定した（第12図）。
調査区全体を40cm～50cm程度まで掘り下げた（第13図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

第11図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第12図　調査区位置図

0 10m

第13図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）
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トレンチ２
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№6　峯遺跡

所  在  地 和光市新倉2丁目3506-20及び3507-1の各一部

調  査  日 平成31年4月25日

調査面積 480.84㎡

調査概要

   調査地は、峯遺跡（№11-035）の西側に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約2m30cm～5m60cm
のトレンチを6本設定した（第15図）。調査区全体を30cm
～70cm程度まで掘り下げた（第16図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査目的 共同住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

mmmmmmmmm

調査地点

第14図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第15図　調査区位置図

0 10m

第16図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）
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盛土
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作業状況 掘削状況
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№10　峯前遺跡
調査目的 個人住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市新倉２-3522-1の一部

調  査  日 令和元年6月28日

調査面積 303.08㎡

調査概要

   調査地は、峯前遺跡（№11-003）の西側に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約２m60cm～
２m80㎝のトレンチを４本設定した（第18図）。調査区
全体を110cm～120cm程度まで掘り下げた（第19図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

第17図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第18図　調査区位置図

0 10m

第19図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）
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ローム
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ローム
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ローム
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№11　吹上原遺跡
調査目的 土地区画整理に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市白子３丁目4452-2

調  査  日 令和元年7月25日

調査面積 295㎡

調査概要

   調査地は、吹上原遺跡（№11-015）の南東に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約3m～4m20cmの
トレンチを3本設定した（第21図）。調査区全体を60cm
～80cm程度まで掘り下げた（第22図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

第21図　調査区位置図
0 10m

第22図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）
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表土

ハードローム

トレンチ 1

トレンチ 2

トレンチ 3

調査地点

第20図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500
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№15　上之郷遺跡
調査目的 個人住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市新倉2丁目3206番22

調  査  日 令和元年11月6日

調査面積 111.74㎡

調査概要

   調査地は、上之郷遺跡（№11-001）の中央に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約2m60cm～4m80cmの
トレンチを3本設定した（第24図）。
調査区全体を20cm～30cm程度まで掘り下げた（第25図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

第23図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第24図　調査区位置図 第25図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）

0 5m

作業状況 掘削状況
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№16　向山遺跡隣接地
調査目的 公共施設建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市広沢2660-4、本町4835-9

調  査  日 令和元年11月26・27日

調査面積 8970.75㎡

調査概要

   調査地は、向山遺跡（№11-033）の北西方向に隣接する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約3m60㎝～6m30cmの
トレンチを18本設定した（第27図）。調査区全体を80cm～
220cm程度まで掘り下げた（第28図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

第26図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

調査地点

第27図　調査区位置図 第28図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/150）
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№17　越後山遺跡
調査目的 分譲住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市南1丁目2452番15

調  査  日 令和元年12月20日

調査面積 112.56㎡

調査概要

   調査地は、越後山遺跡（№11-041）の西端に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約2m40㎝～3mの
トレンチを3本設定した（第30図）。調査区全体を110cm
～270cm程度まで掘り下げた（第31図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は認
められなかった。

試掘調査

調査地点

第29図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第30図　調査区位置図 第31図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）
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作業状況 掘削状況
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№18　峯前遺跡
調査目的 個人住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市新倉2丁目2996番8、2997番5

調  査  日 令和2年1月15日

調査面積 255.73㎡

調査概要

   調査地は、峯前遺跡（№11-003）の北西に位置する。調査は、
対象地内に幅約80cm長さ約2m70cm～2m90㎝のトレンチ
を4本設定した（第33図）。調査区全体を180cm～230cm
程度まで掘り下げた（第34図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は認
められなかった。　

試掘調査

調査地点

第32図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500
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ガラ入り
盛土

トレンチ1
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作業状況 掘削状況
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令和元 ( 平成 31) 年度　和光市埋蔵文化財調査年報

№19　峯遺跡
調査目的 共同住宅建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市新倉2丁目3507-1及び3510-1の各一部
調  査  日 令和2年2月7日

調査面積 496.3㎡

調査概要

   調査地は、峯遺跡（№11-035）の西側に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約4m～4m30cm
のトレンチを5本設定した（第36図）。調査区全体を50cm～
90cm程度まで掘り下げた（第37図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

第35図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第36図　調査区位置図 第37図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/80）
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№23　越之上遺跡
調査目的 倉庫、事務所建設に伴う埋蔵文化財確認調査

所  在  地 和光市白子2丁目1366番1

調  査  日 令和2年3月10日～12日

調査面積 1484㎡

調査概要

   調査地は、越之上遺跡（№11-039）の北西に位置する。
調査は、対象地内に幅約80cm長さ約3m40cm～8m50㎝の
トレンチを17本、幅約2ｍ90cm長さ約8m80cmの不定形な
トレンチを1本設定した（第39図）。調査区全体を50cm～
120cm程度まで掘り下げた（第40図）。
　調査の結果、本地点では、遺構・遺物包含層及び遺物は
認められなかった。　

試掘調査

調査地点

第38図　調査地点位置図

0 50ｍS=1/2500

第39図　調査区位置図 第40図　トレンチ柱状図（Ｓ＝1/100）
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№1　下里遺跡
開発目的 電柱移設工事

所   在   地 和光市下新倉4丁目4 4 3 6番 1

調   査   日 平成3 1年 4月 1日

開発面積 7 0㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№7　吹上遺跡
開発目的 ガス配管工事

所   在   地 和光市白子3丁目1 3番

調   査   日 令和元年6月1 2日

開発面積 3 5 . 6 4㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№8　越後山遺跡
開発目的 ガス配管工事

所   在   地 和光市南1丁目1 0番

調   査   日 令和元年6月1 2日

開発面積 2 0 . 8 8㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№9　榎堂遺跡
開発目的 電柱移設工事

所   在   地 和光市下新倉6丁目133番2

調   査   日 令和元年6月1 2日

開発面積 2㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№1 2　峯遺跡
開発目的 電柱移設工事

所   在   地 和光市新倉2丁目2 3番 3

調   査   日 令和元年8月2日

開発面積 2㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№1 3　上谷津遺跡
開発目的 ガス配管工事

所   在   地 和光市新倉1丁目23・28番地

調   査   日 令和元年9月1 2日

開発面積 9㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会
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えぐち　やよい（和光市教育委員会）

№2 0　吹上原遺跡
開発目的 電柱移設工事

所   在   地 和光市白子3丁目1 1番 6 6

調   査   日 令和2年2月 2 6日

開発面積 2㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№2 1　向原遺跡
開発目的 ガス供給工事

所   在   地 和光市新倉1 - 3 1他

調   査   日 令和2年3月 3日

開発面積 4 0㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会

№2 2　義名山遺跡
開発目的 携帯電話基地局設置

所   在   地 和光市丸山台2丁目2 3番 1

調   査   日 令和2年3月 9日

開発面積 2 . 2 5㎡

調査概要 工事立会。　

工事立会
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矢
崎　

康
彦

一
．
は
じ
め
に

    

和
光
市
立
白
子
小
学
校
は
創
立
百
四
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
郷
土
資
料
室

の
整
備
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
私
は
昭
和
五
十
九
年
の
社
会
科
研
究
発
表
会
で
資

料
室
設
置
を
担
当
し
た
こ
と
か
ら
学
校
応
援
団
の
一
人
と
し
て
協
力
し
て
い
た
。

　

平
成
二
十
六
年
「
長
嶋
酒
造
に
唯
一
残
さ
れ
て
い
た
レ
ン
ガ
造
り
の
煙
突
や
納
屋
が

撤
去
さ
れ
る
。
資
料
を
頂
け
る
か
も
」
と
、下
新
倉
の
吉
田
武
司
氏
よ
り
紹
介
が
あ
り
、

早
速
校
長
と
共
に
伺
い
、
当
主
栁
下
氏
の
ご
了
解
を
得
て
貴
重
な
資
料
を
白
子
小
学
校

に
寄
贈
し
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

寄
贈
資
料
は
、
教
育
関
係
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
他
に
参
考
書
や
一
般
図
書
、
酒
造

関
係
の
図
書
及
び
道
具
や
什
器
類
、
そ
の
他
レ
ン
ガ
造
り
煙
突
の
古
レ
ン
ガ
等
で
、
今

回
紹
介
す
る
酒
造
日
誌
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
保
管
さ
れ
て
い
た
古
い
図
書
の
中
よ
り
奇

跡
的
に
発
見
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
当
資
料
は
、
他
の
酒
造
関
係
と
と
も
に
白
子
小
学
校

の
式
典
前
後
に
地
域
住
民
、
保
護
者
、
児
童
に
公
開
展
示
さ
れ
た
。
今
回
そ
の
一
部
を
活

字
化
し
公
開
で
き
る
様
に
な
り
、
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
郷
土
の
酒
造
り
解
明
の
一
助
に

な
れ
た
ら
幸
甚
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
明
治
二
十
六
年
度
酒
造
日
記
（
第
一
号
）
に
先
立
ち
、
よ
り
酒
造
り
が
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
第
三
号
）
明
治
二
十
六
年
度
酒
造
日
誌
の
公
開
を
優
先
し
た
。
た

だ
し
、
目
録
中
（
５
）
桶
遣
法
及
び
火
入
夏
守
日
記
以
下
（
６
）、（
７
）、（
８
）
は
紙
面

の
都
合
上
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
一
部
参
考
資
料
と
し
て
重
要
と
思
わ

れ
る
記
述
は
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
図
や
表
に
示
し
た
。

二
．
長
嶋
酒
造
に
つ
い
て

　

近
年
、
日
本
酒
は
洋
酒
や
ビ
ー
ル
の
人
気
に
押
さ
れ
て
長
く
低
迷
し
て
い
た
が
、
今
で

は
Ｇ
２
０
で
各
国
首
脳
に
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
ワ
イ
ン
の
様
な
芳
香
美
味
か
ら
世
界
に
嗜

好
者
が
増
加
し
、
地
酒
・
銘
酒
の
醸
造
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

和
光
市
に
お
い
て
も
長
泉
と
秀
峰
の
二
銘
柄
が
昔
し
醸
造
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念

な
こ
と
に
現
在
こ
の
地
酒
を
賞
味
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

長
泉
を
醸
造
し
て
い
た
長
嶋
酒
造
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
酒
造
だ
っ
た
が
、
昭
和

一
八
年
に
戦
時
の
統
制
令
か
ら
原
料
米
の
入
手
が
困
難
と
な
り
廃
業
に
至
っ
た
。
残
さ
れ

た
蔵
は
平
成
十
一
年
に
調
査
さ
れ
、
蔵
の
歴
史
、
構
造
、
レ
ン
ガ
煙
突
、
酒
造
り
に
つ
い

て
、『
和
光
市
の
む
か
し
第
十
二
集
』
に
収
録
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
五
章
の
酒

造
り
の
章
で
は
、当
主
栁
下
稔
氏
か
ら
聞
き
取
り
を
し
十
頁
に
及
ぶ
記
述
が
ま
と
め
ら
れ
、

記
録
の
少
な
い
地
元
酒
造
り
関
係
唯
一
の
報
告
書
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
明
治
大
正
期
の
坂
下
を
語
る
座
談
会
を
ま
と
め
た
昭
和
五
十
六
年
の
坂
下
公

民
館
編
集『
坂
下
の
歴
史
』の
中
に
明
治
三
十
年
代
生
ま
れ
の
方
の
話
が
載
っ
て
お
り
、「
酒

は
え
び
す
こ
（
一
二
月
二
十
日
）
と
正
月
ぐ
ら
い
し
か
飲
め
な
か
っ
た
の
で
晩
酌
す
る
人

が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
山
下
で
売
っ
て
い
る
酒
や
焼
酎
を
早
飲
み
し
、
…
中
略
…
酒
は

コ
ッ
プ
一
杯
十
二
銭
、
焼
酎
は
八
銭
く
ら
い
」
と
回
想
し
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
の
醸
造
日
記
は
、
当
主
稔
氏
の
祖
父
に
当
た
る
栁
下
家
二
代
目
直
三
（
蔵
）

写真 1　白子小学校児童の写生会風景

　　　　昭和 55（1980）年頃

(1)76
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氏
が
一
七
才
で
情
熱
を
も
っ
て
酒
造
を
行
っ
た
貴
重
な
実
践
の
記
録
で
あ
る
。

　

第
一
号
の
日
記
で
は
、
一
二
七
年
前
の
蔵
元
の
生
活
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。
正

月
元
日
も
午
前
一
時
か
ら
櫂か

い
た
て立

を
行
い
、
朝
六
時
に
洗
浄
し
て
か
ら
朝
食
、
午
前
中
は
米

や
糠ぬ

か

の
引
取
や
ム
シ
ロ
の
修
理
、
午
後
は
酛

き
も
と

摺
り
を
し
て
、
夜
は
八
時
か
ら
酛
の
合
わ
せ

仕
事
、
十
二
時
か
ら
二
つ
の
醪

も
ろ
み

桶
の
櫂
立
を
終
え
て
か
ら
安
眠
と
。
ま
た
冬
季
は
、
醪
の

温
度
を
保
つ
為
に
熱
湯
を
器
に
出
し
入
れ
す
る
仕
事
も
加
わ
り
計
り
知
れ
な
い
労
苦
が
伺

わ
れ
る
。

　

第
三
号
の
日
誌
は
、
日
に
日
に
変
化
す
る
醪
の
状
態
に
真
剣
に
対
応
し
つ
つ
酒
造
り
に

励
む
蔵
の
人
々
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
酒
造
り
に
欠
か
せ
な
い
杜
氏
は
川
上
佐
一
郎

で
、
年
俸
五
十
円
＋
慰
労
金
と
高
額
で
越
後
中
頸
域
郡
か
ら
通
年
で
迎
え
ら
れ
、
他
に
季

節
契
約
の
雇
人
が
五
名
で
酒
造
り
を
行
っ
て
い
た
。

　

造
酒
用
の
米
は
地
域
の
農
家
（
本
家
・
田
中
・
鳥
飼
・
小
宮
・
天
野
氏
等
）
か
ら
購
入

し
て
お
り
、
他
に
妙
典
寺
や
上
白
子
村
（
現
練
馬
区
）
の
山
八
水
車
か
ら
の
も
含
め
十
一

月
〜
翌
年
九
月
ま
で
二
六
三
俵
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
治
二
六
年
度
の
十
二
月
〜
一
月
の
清
酒
石
高
は
、一
三
一
石
九
斗
七
升
五
合
で
あ
り
、

六
回
の
酛
仕
込
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

前
述
の
、「
和
光
市
の
む
か
し
第
十
二
集
」
長
泉
酒
造
の
項
三
頁
〜
三
七
頁
の
記
述
と
、

当
資
料
と
を
重
ね
て
読
ん
で
頂
け
れ
ば
、
昔
の
和
光
の
酒
造
り
の
様
子
が
一
層
明
ら
か
に

な
り
、
更
に
今
後
の
研
究
課
題
も
見
え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三
．
第
三
号　

明
治
二
十
六
年
度
醸
造
日
誌　
　

   

〈 

凡
例
〉
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
そ
の
他
は
原
文
に
従
っ
た
が
原

文
を
そ
こ
な
わ
な
い
範
囲
で
、
次
の
点
を
改
め
た
。

　

文
字
の
繰
り
返
し
は
、
々
（
漢
字
）
カ
タ
カ
ナ
の
二
字
以
上
繰
り
返
し
は
、「
〱
」
で

示
し
た
。

　

誤
字
や
当
て
字
な
ど
は
右
側
に
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。
ま
た
、
抹
消
部
分
は　
　

は　
　
　

や
〈
キ
リ
ト
リ
〉
と
し
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

　

史
料
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
ゝ
で
示
さ
れ
た
日
は
日
に
統
一
し
、
さ
ら
に

写真 2　白子小学校で保管されている長嶋

　　　　醸造関係文書
写真４　第三号明治二十六年度醸造日誌①

写真 5　第三号明治二十六年度醸造日誌②

で
囲
ん
だ
。

写真 3　第壱号・第三号明治二十六年度醸

　　　　造日誌
(2)75
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　長嶋酒造について

明
治
二
十
六
年
度
醸
造
日
誌

⑴　
　
　
　
　

仕
込
法
三
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

佐
一
郎

　

十
一
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
七
日　
　
　
　

　
　

一　

六
斗　
　
　

酛
糀　
　
　
　
　
　

一　

壱
石
五
斗　
　
　

酛
ノ
味

　

十
二
月　

一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

十
八
日

　
　

一　

六
斗　
　
　

酛
糀　
　
　
　
　
　

一　

八
斗　
　
　
　
　

添
糀

　
　

〃　
　

三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

十
九
日

　
　

一　

壱
石
五
斗　

酛
之
味　
　
　
　
　

一　

壱
石　
　
　
　
　

仲
糀

　
　

〃　
　

四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
日

　
　

一　

壱
石
五
斗　

酛
之
味　
　
　
　
　

一　

参
石　
　
　
　
　

留
ノ
糀

　
　

〃　

十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
一
日　
　
　
　

添
ノ
味

　
　

一　

六
斗　
　
　

酛
糀　
　
　
　
　
　

一　

八
斗　
　
　
　
　

添
糀

　
　

〃　

十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
二
日

　
　

一　

六
斗　
　
　

酛
糀　
　
　
　
　
　

一　

四
石　
　
　
　
　

仲
ノ
味

　
　

〃　

十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
三
日　
　
　
　

仲
ノ
糀

　
　

一　

六
斗　
　
　

酛
糀　
　
　
　
　
　

一　

五
石
四
斗　
　
　

留
ノ
味

　
　

〃　

十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
四
日　
　
　
　

添
ノ
味

　
　

一　

壱
石
五
斗　

酛
ノ
味　
　
　
　
　

一　

参
石　
　
　
　
　

留
糀

　
　

〃　

十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
五
日　
　
　
　

　
　

一　

壱
石
五
斗　

酛
ノ
味　
　
　
　
　

一　

四
石　
　
　
　
　

仲
之
味

附
吸
水
法

　
　

杜
氏

第
三
号　

明
治
二
十
六
年
度
醸
造
日
誌　
　

                                        (

中
表
紙)

        

　
　

    
長
嶋
醸
造
所

    

明
治
二
十
六
年
度
醸
造
日
誌
目
録

      

       

⑴　

仕
込
法　

並
ニ
吸
水
法　

糀
使
用
ノ
事

       

⑵　

各
号
仕
込
日
誌

       

⑶　

明
治
二
十
六
年
度
造
酒
一
覧
表

       

⑷　
　

仝　
　
　

年
度
酒
造
元
料
搗
立
概
算
表

       

⑸　

桶
遣
法
及
火
入
夏
守
日
記

　
　
　
　
　

并
ニ
一
ヶ
年
間
賣
上
計
算

　
　
　
　
　

仕
込
中
桶
据
並
ニ
諸
器
械
据
置
法

　
　
　
　
　

夏
桶
諸
器
械
据
置
ノ
事

       

⑹　

明
治
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
よ
り

　
　
　
　
　
　

二
十
七
年
九
月
三
十
一
日
迄　
　

米
買
入
高

       

⑺　
　
　

仝　

年
度
酒
造
人
給
料
表

       

⑻　

明
治
二
十
六
年
十
月
一
日
ヨ
リ　
　

壱
ヶ
年
間
諸
職
エ
日
雇
人
雇
高

　
　
　
　
　
　

二
十
七　

九
月
三
十
一
日
迄　
　
　
　

並
ニ
給
料
高
事
業
種
目

　　
　
　

明
治
二
十
六
年
度
醸
造
日
誌
目
録　

終

表

(3)74
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十
二
月
二
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

　

一　

四
石　
　
　
　
　

留
之
味

　

〃　
　

二
十
八
日

　

一　

六
斗　
　
　
　
　

酛
糀

　

〃　
　

三
十
一
日

　

一　

壱
石
五
斗　
　
　

酛
之
味　

二
十
七
年
一
月
十
日

　

一　

八
斗　
　
　
　
　

添
糀
二
ツ

　

〃　
　

十
二
日

　

一　

五
斗　
　
　
　
　

仲
糀

　

〃　
　

十
三
日　
　
　

添
ノ
味

　

一　

壱
石
五
斗　
　
　

留
糀

　

〃　
　

十
四
日　
　
　

添
糀

　

一　

九
斗　
　
　
　
　

仲
糀　

　

〃　
　

十
五
日　
　
　

留
糀　

　

一　

参
石
五
斗　
　
　

添
味
仲
味

　

〃　
　

十
六
日　
　
　

添
糀

　

一　

参
石
壱
斗　
　
　

仲
糀

　

〃　
　

十
七
日　
　
　
　
　

添
味　

　

一　

参
石
五
斗　
　
　
　
　

仲
味

　

〃　
　

十
八
日　
　
　

添
糀

　

一　

参
石
壱
斗　
　
　

仲
糀

　

〃　
　

十
九
日　
　
　

留
糀

　

一　

参
石
五
斗　
　
　

添
味

留
味

留
糀

留
ノ
味

仲
ノ
味

合
計　

六
本

計
石
数　

九
拾
壱
石
四
斗

　
　

　
　

仕
込
数　

拾
石
四
斗
仕
舞
五
本

　
　
　
　
　
　

拾
石　
　

仕
舞
壱
本

　
　

　
　

内　
　
　

新
口
造
り
弐
本

　
　
　
　
　
　

寒
酒
造
り
四
本

　
　

　
　
　
　
　
　

吸
水
法　

但
シ
壱
本
仕
込
ノ
割
合

　　

酛
仕
込
水
ハ
五
斗
酛
三
個　

即
チ
壱
本
分
ニ
対
シ
壱
石
七
斗
五
升

　　

添
仕
込
水
ハ
壱
石(

但
シ
半
仕
舞
□
ノ
割)

　　

仲
仕
込
水
ハ
弐
石
六
斗
五
合

　　

仕
舞
仕
込
水
参
石
弐
斗
五
合　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本
ハ
□
倍
ヲ
使
用
ス

　
　
　
　

糀
使
用
割
合

　

酛　

四
割　

掛
二
割
八
分

計　

六
石
八
斗

   

一
月    

二
十
日　
　

添
糀

   

一　

参
石
壱
斗　
　

 

仲
糀

    

〃　

二
十
一
日              

添
ノ
味

   

一　

参
石
五
斗 　

          

仲
ノ
味

    

〃　

二
十
二
日               

仲
糀

   

一　

参
石
壱
斗       　

     

留
味

    

〃　

二
十
三
日               

添
味

   

一　

参
石
五
斗   　

         

仲
味

    

〃　

二
十
四
日               

添
糀

   

一　

参
石
壱
斗                

留
ノ
味

    

〃　

二
十
五
日       

留
糀

   

一　

参
石
五
斗 　
　

添
ノ
味

　

〃　

二
十
六
日

   
一　

弐
石
七
斗

    

〃　

二
十
七
日　
　
　
　

添
ノ
味

   

一　

参
石
五
斗　
　
　
　
　

　

〃　

二
十
八
日

   

一　

弐
石
弐
斗 　
　

留
ノ
味

   

〃　

二
十
九
日

   

一　

弐
石

   

一　

弐
石
弐
斗 　
　

留
之
味 留

ノ
味

留
糀

添
糀

留
糀

仲
糀

仲
ノ
味

仲
ノ
糀

留
糀

留
ノ
味

仲
之
味 仲

ノ
味

(4)73
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　長嶋酒造について

各
号
仕
込
日
誌

　　

⑵　

酛
第
壱
号
仕
込

明
治
二
十
六
年
拾
壱
月
三
〇
日
酛
糀
六
斗
ヲ
洗
フ
午
後
八
時
五
十
分
室
入
（
ム
シ
ロ
数
六
枚
ノ
内
四
枚
ハ

荒
息
ヲ
抜
キ
テ
直
ニ
室
ニ
入
レ
跡マ

マ

弐
枚
ハ
湿
度
八
十
八
九
度
ニ
シ
テ
三
四
回
廻
リ
テ
室
ニ
入
ル
）
直
ニ

　
　
（
仝
十
時
床
操
を
）

床
ニ
伏
セ
ム
シ
ロ
六
七
枚
掛
ケ
置
ク
拾
二
月
一
日
午
後
八
時
床
返
シ
仝
九
時
五
十
五
分
熱
騰
ト
ヲ

並
ニ
打
室
内
ニ
運
送
シ
半
切
桶
ニ
入
レ
置
ク
二
日
午
前
三
時
が
盛
リ
（
蓋
五
十
六
枚
）
仝
午
前

八
時
が
荒
仕
事
（
熱
湯
ハ
午
前
七
時
□
出
ス
）
仝
十
一
時
が
仲？

仕
事
仝
午
後
三
時
が
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ム
シ
ロ
数
六
枚
）

仕
事
（
仕
事
〱
ノ
間
ニ
積
替
ア
リ
）
仝
午
後
七
時
が
出
糀
下
コ
モ
ナ
シ
ニ
広
ゲ
テ
時
一
撹
伴
ス

糀
ハ
少
シ
ハ
ゼ
ヲ
ト
リ
有
リ
三
日
時
ニ
廻
ル
仝
午
後
八
時
三
十
分
酛
ノ
味
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
（
壱
石
五
斗
）

三
四
回
廻
リ
テ
其
儘
ニ
置
ク
四
日
午
前
一
時
迄
放
置
シ
直
ニ
半
切
二
十
五
枚
ニ
入
レ
場
所
二
階
仕

込
水
壱
石
七
斗
五
升
（
半
切
壱
枚
ニ
付
キ
ゴ
ン
ブ
リ
一
杯
ニ
杓
テ
弐
杯
ナ
ル
）
汲
入
糀
ヲ
入
レ
ナ
ラ
シ

置
ク
四
日
午
前
五
時
ヨ
リ
手
元
廻
リ
五
六
回
ナ
シ
仝
十
時
頃
ヨ
リ
荒
摺
リ
ヲ
ナ
ス
事
昼
迄

仝
昼
ヨ
リ
又
摺
ル
夜
摺
リ
上
ゲ
半
切
十
枚
ニ
合
縮
ス
時
平
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
五？

日
モ
時
ニ
平

櫂
ニ
テ
廻
ル
六
日
モ
然
リ
七
日
モ
然
リ
七
日
夜
壷
基
第
四
拾
号
第
三
拾
六
号
ニ
外
ニ
第

弐
号
ト
合
併
ノ
打
出
ル
桶
第
四
拾
三
号
ニ
入
ル
時
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
場
所
ハ
二
階
南
間
東

側
八
日
午
後
三
時
壷
台
イ
ム
シ
ロ
ニ
テ
壷
台
巻
ヲ
巻
キ
附
ヶ
其
上
ニ
ム
シ
ロ
立マ
マ

ニ
四
枚
巻
キ

附
ヶ
時
々
廻
ル
九
日
モ
然
リ
十
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル
入
レ
タ
テ
八
時
ニ
廻
ラ
ズ
ニ
壱
人
附
キ
ヲ
十
分

間
位
ニ
廻
ル
同
午
後
四
時
抜
ク
跡
櫂
立
ニ
テ
廻
ル
少
シ
甘
味
ガ
出
テ
来
タ
リ
只
ツ
ゞ
ラ
蓋

丈
ケ
ヲ
成
シ
置
ク
十
一
日
暖
気
休
ミ
時
ニ
櫂
立
ニ
テ
廻
ル
十
二
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル
仝

午
後
四
時
抜
ク
少
シ
膨
ミ
面
ニ
ナ
リ
タ
リ
澁
少
シ
含
ム
時
ニ
廻
ル
蓋
ハ
ツ
ズ
ラ
蓋
ニ
テ
ナ
ス

十
三
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
日
ヨ
リ
膨
ミ
上
ガ
ル
酸
味
少
シ
出
テ
来
ル
仝
午
後
四
時

抜
ク
仕
事
仝
ジ
十
四
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
追
々
膨
ミ
上
ガ
ル
皆
ナ
カ
ニ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ

フ
ツ
キ
リ
モ
出
ル
十
五
日
、
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル
仝
正
午
十
二
時
頃
壱
本
抜
キ
又
午
後
二
時
頃
一
本

抜
ク
皆
フ
ツ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
香
善
シ
熱
光
分
ア
リ
蓋
ハ
十
四
日
ノ
夜
ヨ
リ
ム
シ
ロ
ヲ
用
ユ
少
シ

(5)72
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時
盛
リ
）
添
廿
一
日
午
前
八
九
時
頃
上
リ
居
タ
リ
一
本
ハ
少
シ
急
グ
仝
午
後
八
時
頃
劇
音
ナ
ス

廿
二
日
泡
ガ
出
テ
来
タ
リ
時
々
廻
シ
蓋
ヲ
壱
尺
程
明
ケ
テ
置
ク
夜
食
時
間
二
時
頃

仕
込
仲
仝
午
後
十
一
時
頃
仲
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
三
四
回
廻
リ
夜
食
終
リ
テ
直
ニ
仕
込
下

桶
三
尺
弐
本
大
桶
一
本
仕
込
水
ハ
コ
シ
キ
ノ
コ
モ
ヲ
切
リ
テ
直
ニ
入
ル
其
前
分
物
ヲ
ナ
シ
糀
ヲ

入
ル
仕
込
水
□
（
五
石
二
斗
）
汲
ム
（
廿
三
日
午
前
五
時
半
仲
仕
事
仝
十
一
時
半
仕
舞

仕
事
仝
午
後
六
時
頃
半
分
室
ヨ
リ
出
ス
種
子
糀
ノ
ハ
イ
タ
熱
ノ
有
ル
故
ナ
リ

仝
八
時
残
出
ス
）
廿
三
日
午
前
九
時
割
櫂
ヲ
入
ル
仝
午
後
八
時
櫂
ツ
キ
以
上
全
体

ノ
醪
ヲ
八
分
シ
大
桶
第
一
号
ニ
五
分
下
桶
三
本
ニ
三
分
ニ
分
配
ス
仝
十
一
時
三
十
分

留
ノ
糀
ヲ
投
入
シ
仕
込
水
六
石
（　
　
　
　

）
七
斗
ヲ
汲
ミ
昼
ニ
仕
舞
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
五
石

四
斗
三
回
廻
リ
テ
夜
食
ヲ
ナ
シ
テ
仕
込
ム
廿
四
日
午
後
二
時
半
頃
割
ガ
イ
ヲ
入
ル
仝
午

後
八
時
オ
イ
ツ
キ
午
後
四
時
頃
ヨ
リ
泡
ガ
出
テ
来
タ
リ
廿
五
日
午
前
一
時
頃
一
本

大
桶
ニ
打
ツ
高
泡
ニ
ナ
ッ
タ
リ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
衝
ク
廿
六
日
モ
然
リ
廿
五
日
夜
ヨ
リ
泡
バ
ン
ヲ
ナ
ス

下
桶
八
抔
ヅ
ゝ

大
桶
四
十
三
杯

空
気
ノ
流
通
口
ヲ
明
ケ
ル
十
五
日
午
後
六
時
頃
一
本
酛
分
ケ
ヲ
ナ
ス
半
切
一
枚
ニ
残
リ
壷
台

ニ
残
シ
タ
リ
十
六
日
午
前
四
時
又
壱
本
上
ゲ
ル
前
仝
ジ
特
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
十
七
日
渋
皮
破
ラ
ヌ
様
ニ

廻
ル
渋
皮
ニ
ナ
ル
十
八
日
時
ニ
廻
ル
十
九
・
廿
日
モ
前
仝

拾
弐
月
十
七
日
午
後
九
時
半
添
糀
ヲ
入
室
ス
十
八
、
午
後
八
時
床
返
シ
十
九
日
午
前

二
時
盛
リ
仝
九
時
荒
仕
事
仝
十
一
時
半
仲
仕
事
（
十
九
日
仲
糀
壱
石
洗
フ
仝
午
後

八
時
仲
糀
ヲ
入
ル
廿
日
午
前
一
時
半
床
モ
ミ
ヲ
ナ
ス
）
十
九
日
午
後
八
時
添
糀
ヲ
出
ス
ム
シ
ロ
七
枚
ニ

明
ケ
テ
時
々
廻
ル
廿
日
午
後
九
時
三
十
分
添
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
（
仝
日
午
後
四
時
添
卸
シ
ヲ
ナ
ス
三
尺
桶

弐
本
第
一
号
第
廿
五
号
ヘ
卸
シ
）
コ
シ
キ
出
テ
仕
込
前
ニ
仕
込
水
ニ
石
ヲ
入
レ
糀
四
枚
ヲ
入
ル
仕

込
終
ル
能
ク
撹
伴
シ
蓋
ヲ
ナ
シ
周
リ
ニ
ム
シ
ロ
ヲ
掛
ケ
置
ク
廿
一
日
ゝ
午
前
九
時
項
割
ガ
イ
ヲ
入
ル

ム
シ
ロ
ヲ
取
ル
蓋
壱
尺
程
明
ケ
テ
置
ク
仝
午
後
八
時
櫂
ツ
キ
蓋
ハ
前
通
リ
（
廿
日
午
後
八
時

三
十
分
床
モ
ミ
仝
十
二
時
盛
リ
後
ハ
不
在
不
詳
廿
一
日
午
後
八
時
三
十
分
出
糀
ム
シ
ロ
十
枚
ニ
明
ケ

廿？

日
午
前
九
時
仕
舞
ノ
糀
ヲ
入
ル
仝
十
一
時
三
十
分
床
モ
ミ
廿
一
日
午
後
五
時
床
返
シ
仝
八

(6)71
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三
十
分
時
間
位
ニ
一
杯
ニ
ナ
ッ
タ
リ
下
桶
モ
泡
ニ
ナ
ル
廿
六
日
午
後
八
時
又
一
本
大
桶
ニ
入
ル
追
々

泡
ガ
軽
ク
ナ
リ
タ
リ
廿
七
日
午
後
八
時
残
リ
一
本
口
打
ヲ
ナ
ス
同
日
午
後
ヨ
リ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
ル

廿
八
日
正
午
十
一
時
三
十
分
頃
温
暖
計
ニ
テ
検
ス
ル
ニ
七
拾
三
四
度
尤
モ
廻
リ
テ
直
ニ
見
タ
ル

ナ
リ
午
後
ヨ
リ
追
々
醪
蓋
ニ
ナ
リ
タ
リ
仝
日
ヨ
リ
冷
シ
ガ
イ
ヲ
使
フ
廿
九
日
追
々
冷
メ
ル

同
ジ
ク
冷
シ
ガ
イ
ヲ
ツ
ク
仝
日
ハ
末
ダ
フ
ッ
キ
リ
ガ
三
十
玉
モ
出
テ
有
リ
タ
リ
丗
日
モ
時
々
引
ガ
イ
ヲ

ツ
ク
底
二
台
ニ
ハ
居
ツ
カ
ズ
追
々
冷
メ
ル
時
ニ
廻
ル
醪
蓋
ハ
追
ニ
消
シ
ブ
ツ
ブ
ツ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ

廿
七
年
一
月
一
日
モ
時
々
三
十
五
本
ヨ
リ
四
十
本
ノ
冷
シ
櫂
ヲ
ツ
ク
二
日
モ
然
リ
追
々
冷
メ
ル

四
三
日
モ
然
リ
熱
ハ
ス
ッ
カ
リ
冷
メ
タ
リ
片
側
十
五
本
位
ヅ
ツ
櫂
ヲ
ツ
ク
四
日
モ
前
仝
ジ
五
日
モ
然
リ

熱
ノ
冷
メ
ル
ニ
従
テ
醪
ズ
ラ
ニ
ナ
ル
六
日
午
前
一
時
頃
醪
検
査
済
石
数
（2

？

石35
石
）
仝

日
午
後
二
時
頃
ヨ
リ
上
ゲ
舟
ヲ
ナ
ス
（
酒
袋
ハ
五
日
午
後
一
時
頃
水
ノ
脹マ

マ

リ
代
検
査
ト
共
ニ
星
ヲ

抜
少
シ
水
ノ
切
レ
恵
シ
）（
諸
道
具
洗
滌
法
ハ
別
帳
ニ
有
リ
）
笠
二
階
荒
走
リ
ハ
ツ
ボ
台
ニ

八
分
ニ
取
ル
入
口
ハ
第
十
八
号
細
上
ゲ
槽
ノ
終
ル
ト
清
之
酒？

ヲ
四
尺
第
七
号
桶
ニ
取
ル
槽

セ
ル
夕
方
バ
ン
ヲ
載
ス
仝
八
時
頃
、
蓋
ヲ
入
ル
仝
十
一
時
頃
掛
ケ
下
ゲ
仝
十
二
時
本
掛
ヶ
七
日

朝
槽
直
シ
仝
九
時
三
十
分
本
掛
ヶ
壷
台
荒
走
リ
桶
朝
ヨ
リ
呑
切
リ
ヲ
ナ
ス
仝
午
後

八
時
ヨ
リ
粕
ム
キ
ヲ
ナ
ス
続
ヒ
テ
二
度
目
ノ
上
ゲ
桶
ヲ
ナ
ス
八
日
朝
迄
ニ
本
掛
ケ
ヲ
ナ
ス
仝
午

後
五
時
頃
舟
直
シ
直
ニ
掛
ケ
下
ゲ
四
尺
第
七
号
ヲ
切マ

マ

メ
ル
粕
ハ
朝
〆
ニ
掛
ケ
テ
粕
桶
ニ

入
レ
タ
飯
終
テ
本
掛
ケ
仝
九
日
午
前
四
時
頃
ヨ
リ
粕
ム
キ
ヲ
ナ
ス
（
共
ノ
仕
込
ニ
テ
清
酒

十
・
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
日
其
儘
ニ
テ
十
五
日
呑
切
ル
二
升
程
少
々
之
レ
モ

二
号
ト
仝
ジ
十
六
日
十
七
日
十
八
日
十
九
日
モ
呑
切
ル
廿
一
日
モ
二
回
呑
切
ル

廿
二
日
モ
呑
切
ル
廿
三
日
廿
四
日
モ
呑
切
ル
廿
四
日
午
前
十
時
第
六
号

四
尺
第
七
号
四
尺
二
折
引
ヲ
ナ
ス
廿
四
日
午
後
折
ヲ
カ
ス
リ
伊
舟
打

二
入
ル
後
第
二
号
□
折
共
ニ
シ
ボ
ル
初
載
無
キ
数
□
記
ス

〈
穴
〉　

正
午
十
二
時
清
酒
検
査
ヲ
（
石
数2159

□
）
入
口
ハ
第
十
八

号　

之
三
ケ
一
本
造
上
ラ
ル　

九
日
ヨ
リ
第
七
号
（
四
尺
）
売
場
ニ
ナ
ス

醪　

弐
拾
四
石
三
斗
五
升
四
合

清
酒
弐
拾
壱
石
五
斗
九
升
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
粕1969

切
り

　

張
り
紙

(7)70
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酛
第
弐
号
仕
込

明
治
廿
六
年
拾
二
月
一
日
午
後
九
時
五
十
分
酛
糀
入
ル
甑

こ
し
き

ヲ
出
ス
二
三
回
廻
リ
テ
直
ニ
室
入
レ

（
温
度
前
仕
込
仝
ジ
位
）
種
子
ハ
大
手
一
ツ
カ
ミ
二
日
午
後
九
時
三
十
分
床
返
シ
三
日
午
前
三
時

（
盛
リ
仝
六
時
荒
仕
事
三
日
午
前
四
時
頃
熱
湯
ヲ
二
打
程
室
内
半
切
ニ
入
ル
）
仝
十
時

仲
仕
事
床
返
シ
ニ
熱
少
シ
月
ハ
デ
仕
舞
仕
事
午
後
一
時
半
六
時
ニ
出
糀
仕
事
前

通
リ
四
日
午
後
九
時
酛
ノ
味
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
例
ノ
通
リ
水
壱
石
七
斗
五
升
ヲ
五
日
午
前
一
時

仕
込
ム
仝
九
時
頃
迄
ニ
手
元
三
度
廻
リ
テ
九
時
ヨ
リ
荒
摺
リ
ヲ
ナ
ス
十
一
時
又
ス
ル
仝
午
後

八
時
頃
ヨ
リ
始
メ
摺
リ
上
ゲ
半
切
拾
弐
枚
ニ
合
縮
ス
時
ニ
平
ガ
イ
シ
テ
廻
ル
七
日
モ
仝
ジ
七
日

午
後
八
時
壷
台
第
四
拾
二
号
第
四
拾
四
号
第
四
拾
三
号
壱
号
□
ノ
打
出
ル
桶
ニ
共
ニ
入
ル

場
所
壱
号
酛
ノ
北
ニ
并
列
ス
時
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
八
日
午
後
三
時
壷
台
ヲ
巻
ク

其
上
ニ
ム
シ
ロ
立マ
マ

ニ
四
枚
巻
キ
附
ク
時
ニ
廻
ル
九
日
モ
然
リ
十
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
レ
タ
テ
ハ
時
ニ

廻
ル
仝
午
後
四
時
抜
ク
少
シ
甘
ガ
出
テ
来
タ
リ
只
ツ
ゞ
ラ
蓋
丈
ケ
ヲ
ナ
ス
打
出
シ
モ
然
リ
十
一
日
モ
仝
ジ

暖
気
休
ミ
時
ニ
玉
櫂
シ
テ
廻
ル
十
二
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
蓋
ハ
ツ

ゞ
ラ
蓋
ニ
テ
ナ
ス
少
シ
膨
ミ
面
ニ
ナ
リ
タ
リ
渋
少
シ
出
テ
来
タ
リ
時
々
廻
ル
十
三
日
午
前
六
時

暖
気
ヲ
入
ル
仝
日
ヨ
リ
少
シ
膨
ミ
上
ガ
ル
酸
味
少
シ
出
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
仕
事
仝
ジ
渋
モ

強
ク
ナ
ル
十
四
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
追
々
膨
ミ
上
ガ
ル
内
壱
本
ヲ
ク
レ
ル
皆
ガ
ニ
泡
ト

ナ
リ
タ
リ
フ
ッ
キ
リ
出
ル
仝
日
午
後
四
時
頃
抜
ク
仝
夜
ヨ
リ
ム
シ
ロ
ヲ
ツ
ヅ
ラ
蓋
ニ
掛
ケ
少
シ
口
ヲ

明
ケ
ル
十
五
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
前
十
二
時
頃
壱
本
抜
ク
又
午
後
四
時
壱

本
抜
ク
打
出
と
桶
モ
抜
ク
皆
フ
ッ
キ
リ
ニ
成
リ
芳
香
強
ク
ナ
リ
タ
リ
熱
ハ
充
分
有
リ
蓋
ハ

ム
シ
ロ
ヲ
ツ
ゞ
ラ
蓋
ノ
上
ニ
掛
ケ
少
シ
口
ヲ
明
ケ
置
ク
時
ニ
廻
ル
十
五
日
午
後
十
時
頃
一
本
上
ゲ
ル
半

切
一
枚
残
リ
壷
台
ニ
残
シ
置
ク
壷
台
ハ
コ
モ
ヲ
取
リ
敷
台
モ
取
リ
割
槙
三
本
ヲ
台
ニ

ナ
ス
早
々
冷
却
ス
ル
為
メ
ナ
リ
時
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
十
六
日
午
前
四
時
又
壱
本
抜
ク
打
出
シ
モ

上
ガ
ル
皆
仝
ジ
時
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
十
七
日
時
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
渋
皮
ニ
成
リ
タ
リ
十
八
十
九
日
モ

(8)69
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仝
ジ
迄
ニ
冷
メ
ル
廿
日
午
後
四
時
ツ
ボ
台
弐
本
ニ
寄
ス
時
ニ
廻
ル
廿
一
二
日
モ
時
ニ
廻
ル
一
日

八
九
度
位
廻
ル

拾
二
月
廿
一
日
午
後
九
時
頃
添
糀
室
入
レ
床
揉
ミ
前
仕
込
ト
仝
ジ
廿
二
日
午
後
九
時
頃
盛
リ

仕
込
前
通
リ
仝
ジ
廿
三
日
午
後
七
時
頃
出
糀
仝
日
午
後
三
時
添
御
シ
三
尺
弐
本
仝
七

時
頃
仕
込
水
弐
石
ヲ
汲
ミ
入
レ
能
ク
撹
伴
シ
置
ク
廿
三
日
午
後
十
一
時
五
十
分
仲
ノ
糀
ヲ
入
ル

廿
四
日
午
前
ニ
時
三
十
分
床
揉
ミ
仝
日
午
後
八
時
床
返
シ
仝
十
二
時
三
十
分
頃
盛
リ
廿
五
日
午

前
四
時
荒
仕
事
仝
九
時
頃
仲
仕
事
仝
十
二
時
仕
舞
仕
事
仝
午
後
八
時
出
糀
廿
四
日

午
後
十
時
半
頃
仕
舞
ノ
糀
ヲ
入
ル
仝
廿
五
日
午
前
二
時
床
モ
ミ
仝
午
後
七
時
頃
床
返
シ
廿
五
日

午
後
十
一
時
盛
リ
廿
六
日
午
前
三
時
荒
仕
事
仝
八
時
仲
仕
事
仝
十
二
時
仕
舞
仕
事
廿
三
日

午
後
十
時
半
添
ノ
糀
八
斗
ヲ
入
レ
直
ニ
仕
込
水
二
石
汲
ミ
入
レ
直
ニ
コ
シ
キ
ヲ
出
シ
一
回
廻
リ
テ
仕
込
ム

蓋
ヲ
ナ
シ
ム
シ
ロ
ヲ
廻
リ
ニ
掛
ケ
置
ク
廿
五
日
午
後
二
時
割
ガ
イ
ヲ
入
レ
仝
八
時
櫂
□
ツ
キ
廿
六
日

時
々
繰
リ
上
ゲ
添
ハ
急
ガ
ズ
飯
ニ
テ
落
セ
シ
故
ナ
リ
蓋
壱
尺
程
明
ケ
テ
置
ク
廿
六
日

午
後
八
時
仲
ノ
味
ヲ
下
桶
一
本
ヲ
大
桶
ニ
入
レ
跡マ

マ

壱
本
ヲ
下
桶
弐
本
ニ
直
シ
仝
十
時

糀
ヲ
入
レ
仕
込
水
ヲ
（
五
石
一
斗
）
汲
ミ
直
ニ
仲
ノ
味
ノ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
ツ
テ
夜
食
ヲ

食
シ
テ
仕
込
ム
四
石
廿
七
日
朝
割
櫂
ヲ
入
ル
醪
ハ
通
常
ナ
リ
少
シ
添
ヨ
ー
ノ
泡
ガ
有

リ
シ
故
仲
ハ
落
□
シ
ナ
リ
廿
六
日
午
後
五
時
頃
仕
舞
ノ
糀
半
分
出
ス
仝
七
時
頃
皆
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
ノ

時
ニ
廻
ル
廿
七
日
午
後
八
時
頃
分
物
ヲ
ナ
ス
下
桶
四
本
大
桶
壱
本
当
分
ニ
ナ
ス
仝
十
時
半
頃
甑
ヲ

出
ス
三
回
廻
ッ
テ
夜
食
ヲ
ナ
シ
大
桶
打
ゴ
モ
リ
弐
本
ヲ
ナ
シ
糀
ヲ
入
レ
一
回
廻
リ
テ
飯
ヲ
仕
込
ム
其
レ

ヨ
リ
水
ヲ
仕
込
ム
（
五
石
六
斗
（
八
杯
ヅ
ゝ
）
ヲ
汲
ミ
）
能
ク
撹
伴
ス
廿
八
日
午
後
二
時
頃
割
ガ
イ

ヲ
入
ル
同
午
後
八
時
頃
下
桶
壱
本
ヲ
大
桶
ニ
打
ツ
其
ノ
前
ニ
櫂
衝
ヲ
ナ
ス
仝
夜
ヨ
リ
泡
カ

少
シ
出
テ
来
タ
リ
下
桶
モ
仝
ジ
廿
九
日
午
後
八
時
頃
又
下
桶
壱
本
打
ツ
丗
日
モ
午
前
ハ

大
泡
ニ
成
リ
タ
リ
下
桶
モ
然
リ
時
々
廻
ル
同
夜
泡
番
ヲ
ナ
ス
泡
ハ
二
時
間
ニ
桶
口
頭
マ
デ
昇
ル

□
熱
ナ
シ
丗
一
日
泡
ガ
少
シ
弱
ニ
ナ
ッ
タ
リ
朝
九
時
頃
下
桶
壱
本
打
ツ
又
泡
ガ
多

ク
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
衝
ク
廿
七
年
正
月
一
日
午
前
泡
ガ
消
テ
来
タ
リ

添

(9)68
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仝
日
朝
残
リ
下
桶
壱
本
ヲ
口
打
ス
泡
ハ
少
シ
出
タ
リ
仝
日
午
後
ヨ
リ
追
口
少
々
ナ
リ
タ
リ

二
日
午
前
泡
ト
フ
ッ
キ
リ
ト
ノ
間
ニ
ナ
リ
タ
リ
夜
マ
デ
ニ
皆
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
ラ
ズ
熱
ハ
誠
ニ
少
シ
三
日
ノ
朝

方
ニ
泡
五
分
位
ニ
テ
中
ガ
少
シ
高
ク
ナ
リ
跡
五
分
ハ
渋
皮
ナ
リ
仝
日
ハ
引
櫂
ヲ
使
ハ
ズ
ニ
操

リ
上
ゲ
置
ク
三
日
午
後
ヨ
リ
醪
蓋
五
分
程
持
ツ
熱
ナ
シ
四
日
モ
会マ

マ

々
繰
リ
上
ゲ
五
日
仝
ジ

少
シ
熱
付
ク
口
ハ
繰
リ
上
ゲ
置
ク
六
日
モ
然
リ
〈
切
ト
リ
〉
例
ノ
通
リ
繰
リ
上
ゲ

七
日
仝
ジ
〈
切
ト
リ
〉
八
日
ヨ
リ
弐
本
櫂
ニ
テ
廻
ル
九
日
午
前
十
一
時
半
頃
、

醪
検
査
ヲ
受
ク
（
石
数24693

）
仝
午
後
二
時
頃
ヨ
リ
醪
出
シ
ヲ
ナ
ス
侍
桶
弐
本

仝
八
時
頃
ヨ
リ
上
ゲ
槽
ヲ
ナ
ス
十
日
午
前
一
時
三
十
分
枰
リ
入
レ
仝
六
時
掛
ケ
下
ゲ
仝
八
時
三
十
分
頃

本
掛
ケ
ヲ
ナ
ス
（
入
口
ハ
第
九
号
細
）
荒
走
リ
ハ
前
ノ
壷
台
ニ
八
分
目
取
ル
槽
笠
三
階

（
若
キ
酒
ハ
入
口
ニ
少
シ
張
リ
棒
ヲ
カ
マ
セ
置
ク
醪
ノ
若
キ
故
ニ
蓋
裏
ニ
露
持
ッ
故
ニ
ナ
ス

古
シ
醪
ハ
残
シ
テ
右
様
ノ
事
ハ
ナ
サ
ト
モ
善
シ
）
十
日
午
前
十
時
頃
ヨ
リ
醪
出
シ
仝
夜
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頃
ヨ
リ
二
槽
目
ヲ
上
ゲ
ル
十
一
日
正
午
十
二
時
杆
入
レ
仝
午
後
六
時
掛
ケ
下
ゲ
清
酒
ハ
第
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桶
ニ
入
ル
仝
日
午
後
三
時
粕
ヲ
桶
ニ
入
ル
〆
目
掛
ケ
ズ
荒
走
リ
モ
引
ク
仝
午
後
八
時
頃
本
掛
ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
日
午
前
弐
時
半
槽
直
シ
終
ル
直
ニ
掛
ケ
下
ゲ
仝
六
時
本
掛
ケ
仝
午
後
八
時
粕
ム
キ
〆
目
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
ケ
ズ
（
切
ト
リ
）
十
四
日
清
酒
検
査
済
石
数21557

十
五
日
時
々
呑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

切
ル
十
六
日
モ
時
ニ
呑
切
ル
十
七
・
十
八
日
然
リ
十
九
日
切
ラ
ズ
廿
日
廿
一
日
廿
二
日
呑
切
ル
（
跡

コ
モ
ヲ
ナ
シ
ヲ
置
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
三
日
廿
四
日
呑
切
ル
廿
五
日
朝
飯
ヨ
リ
呑
切
リ
テ
折
引
ヲ
ナ
ス
第
三
号
桶
ニ
引
ク
続
イ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
ヲ
カ
ス
ル
廿
六
日
夜
第
一
号
折
ト
共
ニ
壷
台
ニ
袋
ヲ
下
ゲ
テ
シ
ボ
ル
第
三
号
折
引
桶
コ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
ナ
ス
一
号
ノ
共
桁
一
駄
清
酒
一
樽
半
程
出
テ
タ
リ
丗
日
午
後
仝
上
ノ
粕
ム
キ
ヲ
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

(10)67
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酛
第
三
号
仕
込

廿
六
年
十
二
月
十
二
日
午
後
八
時
元
糀
ヲ
入
室
直
ニ
四
枚
室
ニ
入
ル
跡
三
枚
ハ
前
仕
込
位
ニ
冷

シ
テ
入
ル
直
ニ
床
モ
ミ
十
三
日
午
後
七
時
三
十
分
頃
床
返
シ
十
四
日
午
前
壱
時
頃
盛
リ
仝
午
前
五

時
荒
仕
事
仝
午
前
十
時
仲
仕
事
間
ニ
積
替
ヲ
ナ
ス
午
後
二
時
仕
舞
仕
事

仝
午
後
七
時
三
十
分
出
糀
糀
ハ
障
リ
ナ
ケ
レ
ド
ハ
ゼ
ヲ
ト
リ
有
リ
仝
十
四
日
夜
ヨ
リ
二
階
ニ

上
ゲ
ル
十
五
日
午
後
九
時
三
十
分
酛
ノ
味
ノ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ
放
置
シ
十
六
日
午
前
二
時

二
階
ニ
半
切
ヲ
据
エ
飯
ヲ
入
レ
仕
込
水
ヲ
汲
ム
糀
ヲ
入
レ
ナ
ラ
シ
置
ク
仝
朝
六
時
ヨ
リ

十
一
時
迄
手
元
三
回
其
レ
ヨ
リ
酛
摺
リ
ヲ
ナ
ス
（
半
切
廿
五
枚
仕
込
水
前
ニ
大
同
小
異
）
仝

午
後
八
時
壷
台
弐
本
ニ
合
ス
第
三
拾
八
号
四
拾
九
号
時
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル
十
八

十
九
廿
廿
一
モ
仝
ジ
仝
日
コ
モ
ヲ
巻
ク
時
ニ
繰
リ
上
ゲ
廿
三
日
朝
六
時
頃
暖
気

ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
抜
操
作
前
仝
ジ
似
犯
サ
ズ
廿
四
日
時
ニ
繰
リ
上
ゲ
暖
気
休
ミ
ツ
ゞ

　
　
　
　 日

日

ラ
蓋
ヲ
成
シ
置
ク
廿
四
日
モ
然
リ
廿
五
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
三
時
三
拾
分
暖

気
ヲ
抜
ク
時
々
繰
リ
上
ゲ
廿
五
日
午
前
二
時
ム
シ
ロ
ヲ
巻
ク
廿
六
日
午
前
六
時
頃
暖

気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
ニ
抜
ク
廿
七
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル
午
後
四
時
抜
ク
（
廿
六
日
ヨ
リ

少
シ
膨
ラ
ム
甘
ガ
強
ク
ナ
リ
タ
リ
）
廿
七
日
夜
充
分
ニ
膨
ム
廿
八
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
日

フ
ッ
キ
リ
ニ
成
リ
タ
リ
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
時
々
廻
ル
廿
九
日
暖
気
入
レ
ズ
仝
午
前
拾
壱
時
一
本

分
ル
又
午
後
二
時
ニ
又
一
本
分
ル
半
切
一
枚
ニ
残
リ
ツ
ボ
台
ニ
残
ス
コ
モ
ム
シ
ロ
ヲ
取
リ
割
槙

ヲ
台
ニ
ナ
シ
置
ク
時
々
操
リ
上
ゲ
此
酛
ハ
仲
間
三
本
分
ニ
テ
打
出
シ
一
本
ア
ル
ナ
リ
打
出
暖
気

入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
之
レ
モ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
丗
日
午
前
五
時
頃
上
ゲ
ル
仕
事
前
通
リ

皆
ナ
フ
ッ
キ
リ
ノ
大
ナ
ル
ヲ
見
ル
酛
ハ
充
分
ノ
酛
ナ
リ
時
々
玉
ガ
イ
テ
繰
リ
上
ゲ
廿
七
年
一
日
一
日
モ

仝
ジ
（
酛
分
セ
シ
ヨ
リ
半
日
経
テ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
）
二
日
モ
同
ジ
三
日
午
後
ヨ
リ
壷
台
第

□
号
何
本
ニ
合
縮
ス
時
々
繰
リ
上
ゲ
五
六
七
八
九
十
日
モ
仝
ジ
十
日
午
後
八
時
四
十

分
頃
添
ノ
糀
ヲ
入
レ
仝
夜
十
二
時
三
十
分
床
操
ミ
十
一
日
午
後
四
時
半
頃
床
返
シ
酛
ハ
時
ニ
廻
ル

　
　
　
　

(11)66



‐ 66‐

和光市デジタルミュージアム紀要　第 6号

仝
夜
十
時
盛
リ
少
シ
ヲ
ク
レ
タ
リ
十
二
日
午
前
五
時
頃
荒
仕
事
仝
八
時
仲
仕
事
仝

十
一
時
三
把
仝
仕
舞
仕
事
間
々
積
替
ア
リ
（
添
糀
ハ
八
斗
仲
壱
石
仕
舞
壱
石
）

酛
ハ
時
々
廻
ル
十
一
日
午
後
十
時
頃
熱
湯
ヲ
三
埏
室
ニ
入
ル
十
二
日
朝
出
ス
仝
午
後
七
時

三
把
分
出
糀
仝
九
時
頃
仲
糀
ヲ
入
ル
仝
十
二
時
頃
床
揉
ミ
十
三
日
午
後
五
時
半
頃
床

返
シ
糀
蓋
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
添
卸
ス
（
坦
シ
仕
舞
三
掛
違
仕
込
）
壷
台

壱
本
ノ
酛
丈
ヶ
卸
ス
添
桶
三
尺
一
本
仝
午
後
八
時
仕
込
水
壱
石
汲
ミ
入
レ
糀
二
枚

程
入
ル
同
午
後
九
時
三
十
分
頃
甑
ヲ
出
ス
（
仕
舞
ノ
糀
五
斗
ヲ
入
ル
十
四
日
午
前
壱
時
頃
）

床
揉
ミ
仲
ノ
糀
ハ
十
時
頃
盛
リ
仝
十
四
日
午
前
壱
時
半
頃
荒
仕
事
五
時
頃
仲
仕
事

仝
九
時
頃
仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
仲
ノ
糀
午
後
七
時
出
糀
仕
舞
ノ
糀
ノ
床
モ
ミ

一
回
廻
リ
テ
直
ニ
仕
込
ム
蓋
ヲ
成
シ
ム
シ
ロ
ヲ
掛
ヶ
置
ク
十
四
日
午
後
三
時
割
ガ
イ
ヲ
入
ル
其
レ
ヨ
リ

時
々
廻
ル
ア
マ
リ
急
ガ
ズ
ム
シ
ロ
ヲ
取
ル
蓋
ハ
ス
キ
無
ク
成
ス
十
五
日
モ
仝
ジ
仝
午
後
三
時
頃

二
回
目
ノ
添
卸
ス
三
尺
壱
本
十
四
日
午
後
六
時
三
十
分
頃
仲
及
ビ
添
糀
ノ
出
糀
仝
午
後
九
時

仕
舞
糀
ノ
盛
リ
仝
壱
時
頃
荒
仕
事
仝
十
五
日
朝
六
時
頃
仲
仕
事
仝
九
時
三
十
分

仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
十
四
日
午
後
十
時
三
十
分
仲
糀
ヲ
入
ル
仝
十
五
日
午
前

壱
時
頃
床
モ
ミ
仝
四
時
床
返
シ
仝
九
時
盛
リ
十
四
日
夜
二
番
櫂
ヲ
衝
ク
仝
十
二
時

二
十
分
頃
荒
仕
事
仝
十
六
日
午
前
五
時
頃
仲
仕
事
仝
九
時
半
頃
仕
舞
仕
事

間
ニ
積
替
ア
リ
十
五
日
午
後
七
時
頃
仕
舞
糀
ノ
出
糀
十
五
日
午
後
八
時
三
十
分
頃
添
ノ
仕

込
水
ヲ
汲
ム
糀
ヲ
二
枚
積
入
ル
能
ク
撹
伴
ス
仝
九
時
三
十
分
添
ノ
甑
ヲ
出
ス
一
回
廻
リ
テ

直
ニ
仕
込
例
ノ
通
リ
蓋
ヲ
成
シ
ム
シ
ロ
ヲ
掛
ヶ
置
ク
残
リ
糀
ハ
其
前
ニ
入
ル
仲
モ
添
仕
込
水
終
ル
昼
ニ

仲
ノ
水
ヲ
二
十
六
抔
汲
ム
続
イ
テ
甑
ヲ
出
ス
四
度
廻
リ
テ
仕
込
ム
十
六
日
午
前
十
一
時
添
ノ

割
ガ
イ
ヲ
入
ル
仝
午
後
三
時
添
仲
ノ
擢
ツ
キ
ヲ
ナ
ス
十
五
日
午
後
九
時
頃
仕
舞
糀
ノ
室

入
レ
仝
十
二
時
床
操
ミ
十
六
日
午
後
四
時
三
十
分
床
返
シ
（
十
五
日
前
ノ
仲
ハ
大
桶
ニ
入
レ
テ
（
第

拾
壱
号
）
仲
ヲ
仕
込
ム
）
十
六
日
前
半
仕
込
ノ
仕
舞
ヲ
仕
込
ム
四
五
回
廻
リ
テ
仕
込
但
シ
大

桶
ニ
テ
之
デ
半
分
キ
マ
ル
仝
夜
八
時
頃
仕
舞
糀
ノ
盛
リ
仝
夜
一
時
荒
仕
事
十
七
日
午
前

(12)65
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五
時
頃
仲
仕
事
仝
九
時
頃
仕
舞
仕
事
仝
午
後
六
時
頃
出
糀
跡
二
回
目
ノ

仲
ヲ
十
七
日
午
後
九
時
半
頃
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
四
回
廻
リ
テ
他
ノ
廻
リ
物
ヲ
ナ
シ
テ
糀
ヲ
入
ル
飯

ヲ
仕
込
ム
仕
込
メ
テ
ヨ
リ
仕
込
水
下
桶
弐
本
ニ
二
十
三
杯
ヅ
ゝ
汲
ム
十
八
日
午
前
十
時
割
櫂
ヲ
入
ル

午
後
二
時
櫂
ヲ
ツ
ク
仝
午
後
八
時
本
櫂
ヲ
ツ
ク
大
桶
ノ
方
ハ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
十
八
日
午

後
ヨ
リ
泡
ニ
ナ
ル
仝
午
後
九
時
四
十
分
頃
仕
舞
ノ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ
夜
食
ヲ
ナ
シ

飯
ヲ
仕
込
ヲ
無
シ
ヨ
リ
仕
込
水
ヲ
汲
ム
（
中
桶
三
尺
四
本
糀
ハ
其
前
ニ
入
レ
テ
能
ク
撹
伴
ス
）
十

九
日
午
前
九
時
半
頃
割
櫂
ヲ
入
ル
仝
午
後
二
時
三
十
分
櫂
ツ
キ
仝
八
時
本
櫂
ヲ
ツ
ク
夕

方
四
時
下
桶
弐
本
ヲ
大
桶
ニ
入
ル
時
々
廻
ル
十
八
日
ニ
テ
壱
本
キ
マ
ル
十
九
日
泡
ガ
夕
方
壱
尺
五
寸

程
上
ガ
リ
タ
リ
廿
日
ハ
高
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
一
時
三
十
分
間
ニ
一
杯
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
ガ
イ

ヲ
ツ
ク
下
桶
モ
仝
日
ハ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
廿
一
日
本
泡
ニ
ナ
ル
時
ニ
片
側
廿
五
本
位
ヅ
ツ
櫂
ヲ

ツ
ク
下
桶
モ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
熱
ハ
六
十
度
内
外
ナ
リ
廿
二
日
午
前
五
時
三
十
分
下
桶
一
本
打
ツ

泡
ハ
五
六
寸
程
上
ガ
ル
丈
熱
ナ
シ
今
ダ
泡
ガ
力
ニ
泡
ノ
様
ニ
成
リ
タ
リ
廿
三
日
朝
五
時

口
打
ヲ
ナ
ス
廿
四
日
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
熱
モ
少
シ
出
テ
来
タ
リ
誠
ニ
冷
湧
ナ
リ
フ
ッ
キ
リ
モ

少
シ
小
力
サ
ナ
リ
中
央
ハ
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
泡
ガ
無
ク
ナ
リ
テ
カ
ラ
ハ
操
リ
上
ゲ

置
ク
廿
四
日
午
後
ヨ
リ
少
シ
上
等
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
今
日
ハ
口
打
シ
テ

ヨ
リ
少
シ
熱
ガ
出
テ
来
タ
リ
醪
温
度
六
十
五
六
度
位
ナ
リ
廿
五
日
朝
本
フ
ッ
キ
リ
少
シ
消
テ

来
タ
リ
廿
五
日
モ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
夜
見
シ
ニ
未
ダ
フ
ッ
キ
リ
三
分
渋
皮
七
分
ニ
ナ
リ
熱
誠
ニ

僅
少
ナ
リ
少
シ
熱
附
ク
時
ニ
操
リ
上
ゲ
廿
六
日
午
後
ヨ
リ
引
櫂
ヲ
使
フ
フ
ッ
キ
リ
渋

皮
消
テ
少
シ
醪
面
ニ
成
ル
廿
七
日
仝
ジ
追
々
熱
ハ
冷
メ
ル
廿
八
日
モ
時
ニ
冷
櫂
ヲ
使
フ

少
シ
醪
蓋
ヲ
持
ツ
仝
夜
ハ
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
々
冷
シ
櫂
ヲ
衝
フ
廿
九
日
モ
仝
ジ

廿
九
日
モ
丗
日
ス
ッ
カ
リ
冷
メ
タ
ル
ニ
由
リ
操
リ
上
ゲ
置
ク
丗
一
日
醪
検
査
済
（
石
数25098

）

二
月
一
日
朝
五
時
三
十
分
醪
出
シ
ヲ
成
ス
仝
午
後
粕
桶
ヨ
リ
袋
ヲ
出
シ
仝
八
時
上
ゲ
舟
ヲ

ナ
ス
カ
サ
三
階
入
口
第
九
号
細
ニ
入
ル
荒
走
リ
ヲ
壷
台
一
杯
取
ル
二
日
午
前
十
時
頃

本
掛
ケ
ヲ
ナ
ス
仝
午
後
九
時
舟
直
シ
共
ニ
醪
出
シ
ヲ
ナ
ス
三
日
午
後
三
時
粕
ム
キ
仝
四

(13)64
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時
上
ゲ
槽
〈
切
ト
リ
〉
荒
走
リ
ナ
ル
粕
ハ
前
通
リ
粕
桶
ニ
入
ル
四
日
ノ
朝

六
時
本
掛
ヶ
仝
日
午
後
二
時
舟
直
シ
直
ニ
掛
ヶ
下
ゲ
仝
午
後
八
時
頃
本
掛
ヶ
五
日
午
前

四
時
半
頃
粕
ム
キ
〈
切
ト
リ
〉
仝
午
後
壱
時
清
酒
検
査
済
時

ニ
呑
ヲ
切
ル
七
日
モ
時
ニ
呑
ヲ
切
ル
八
日
モ
仝
ジ
九
日
モ
仝
ジ
大
□
弐
升
程
ツ
ゝ
切
ル
十
日
モ

仝
ジ
十
一
モ
仝
ジ
仝
日
午
後
四
時
頃
入
口
ニ
コ
モ
ヲ
ナ
ス
時
ニ
呑
切
ル
十
二
日
十
三
日
モ

仝
ジ
十
四
日
十
五
日
モ
呑
切
ル
十
六
日
午
前
三
時
折
引
ヲ
ナ
ス
第
五
十
五
号
ニ
引
ク
直
ニ

張
リ
残
リ
ナ
ス
折
ハ
第
六
号
仕
込
ノ
醪
ト
仝
併マ
マ

四
斗
程
ナ
リ

　
　

清
酒
弐
拾
壱
石
九
斗
七
升
壱
合

酛
第
四
号
仕
込

廿
六
年
十
二
月
十
三
日
午
前
九
時
酛
糀
六
斗
ヲ
入
ル
仝
十
時
頃
床
揉
ミ
十
四
日
午
後

八
時
床
返
シ
仝
十
二
時
三
十
分
盛
リ
仝
五
時
頃
荒
仕
事
仝
九
時
三
十
分
頃
仲
仕
事

仝
壱
時
三
十
分
頃
仕
舞
仕
事
都
合
ニ
依
リ
詳
細
ヲ
得
ス
間
ニ
積
替
有
リ
十
五
日

午
後
八
時
出
糀
十
六
日
午
後
九
時
酛
ノ
味
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ
放
置
シ
十
二
時
三

十
分
仕
込
前
仝
ジ
十
七
日
朝
ヨ
リ
手
元
三
回
廻
リ
仝
十
一
時
荒
摺
リ
仝
午
後
二
時
仝
八
時
本
摺
リ

半
切
十
枚
ニ
合
縮
ス
時
ニ
平
摺
ニ
テ
廻
ル
十
八
日
十
九
日
モ
然
リ
廿
日
モ
時
ニ
廻
ル
仝
午
後
八
時

壷
台
三
本
ニ
合
ス
第
□
□
第
□
□
第
□
□
時
ニ
廻
ル
廿
一
日
モ
然
リ
今
日
午
後
コ
モ
ヲ

巻
ク
前
ノ
通
リ
廿
二
日
モ
然
リ
廿
三
日
午
後
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
抜
ク

廿
四
日
時
ニ
櫂
玉
ニ
テ
操
リ
上
ゲ
ツ
ヅ
ラ
蓋
ヲ
ナ
シ
置
ク
暖
気
休
ミ
廿
五
日
午
前

六
時
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
廿
五
日
午
前
弐
時
頃
ム
シ
ロ
ヲ
巻
ク
廿
六
日
午

(14)63
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前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
廿
七
日
モ
暖
気
ヲ
入
ル
廿
六
日
少
シ
膨
ミ

ガ
来
タ
リ
泡
モ
随
分
出
タ
リ
廿
八
日
朝
カ
ニ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
其
レ
ヨ
リ
フ
ッ
キ
リ
ニ
成
リ
タ
リ
仝
日
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
時
五
十
分

朝
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
時
ニ
廻
ル
廿
九
日
午
前
六
時
十
分
前
暖

気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
廿
八
日
夜
ヨ
リ
一
本
膨
ラ
ム
廿
九
日
午
前
一
時
頃
ヨ
リ
一
本
膨

ラ
ム
仝
日
モ
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
仝
日
ノ
夜
見
シ
ニ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
熱
張
ル
丗
日

モ
時
ニ
廻
ル
前
日
ト
仝
ジ
暖
気
ヲ
入
ル
出
入
時
間
仝
ジ
丗
一
日
午
前
六
時
弐
十
分
頃
暖
気
ヲ
入
ル

仝
七
時
三
十
分
頃
抜
ク
時
ニ
静
ニ
操
リ
上
ゲ
仝
日
夕
方
五
時
半
頃
一
本
酛
分
ヲ
出
ス

前
通
丗
一
日
午
後
十
二
時
頃
残
リ
一
本
上
ゲ
ル
之
レ
ミ
ナ
上
ゲ
仕
舞
時
ニ
玉
ガ
イ
ニ
テ
廻
ル

廿
七
年
一
月
一
・
二
日
モ
然
リ
三
日
モ
仝
ジ
仝
日
午
後
三
時
頃
壷
台
ニ
弐
本
ニ

合
縮
ス
時
ニ
操
リ
上
ゲ
四
日
モ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
五
日
モ
仝
ジ
六
七
八
九
十
十
一
十
二
十
三
十

四
日
モ
仝
ジ
仝
日
午
後
十
時
三
十
分
添
糀
ヲ
入
ル
仝
壱
時
頃
床
揉
ミ
十
五
日
午
後
四

時
頃
床
返
シ
酛
ハ
時
ニ
廻
ル
仝
九
時
盛
リ
仝
十
二
時
荒
仕
事
十
六
日
午
前
五
時

仲
仕
事
仝
九
時
頃
仕
舞
仕
事
仝
午
後
八
時
頃
出
糀
十
七
日
午
後
九
時
頃
添　

ヲ
仕
込
十
八
日
午
前
十
時
頃
割
櫂
ヲ
入
ル
誠
ニ
具
合
善
シ
操
作
ハ
皆
ナ
仝
ジ
十
六
日

午
後
九
時
三
十
分
頃
仲
ノ
糀
ヲ
入
ル
十
七
日
午
後
四
時
三
十
分
頃
床
返
シ
仝
夜
八
時
頃

　
　
　

八

盛
リ
十
六
日
午
後
一
時
頃
荒
仕
事
仝
四
時
頃
仲
仕
事
仝
十
時
頃
仕
舞
仕

事
添
桶
ハ
壱
本
ナ
リ
仲
ノ
糀
十
八
日
午
後
五
時
出
糀
添
十
八
日
午
後
二
時
三
十
分
櫂
ツ
キ

仝
八
時
大
櫂
ツ
ク
十
八
日
二
回
目
添
出
糀
之
レ
ハ
仲
糀
ト
仕
事
一
諸
ナ
リ
十
七
日
午
後

九
時
三
十
分
頃
留
ノ
糀
五
斗
ヲ
入
レ
仝
十
二
時
床
返
十
八
日
午
後
四
時
頃
床
返
シ
仝
八

時
盛
リ
添
ハ
皆
ナ
蓋
ヲ
ナ
シ
置
ク
十
一
時
荒
仕
事
十
九
日
午
前
四
時
仲
仕
事
仝
九
時
仕
舞

仕
事
仝
午
後
六
時
十
分
頃
出
糀
二
階
ニ
上
ゲ
テ
時
ニ
廻
ル
添
時
モ
廻
ル
仝
午
後
八
時
大
桶

第
五
十
五
号
ニ
入
ル
十
八
日
午
後
十
時
三
十
分
仲
ノ
糀
ヲ
入
ル
十
九
日
午
後
四
時
床
返
シ
糀
蓋
ヘ

前
ノ
出
糀
ノ
時
ニ
入
ル
仝
八
時
二
十
分
盛
リ
十
九
日
午
後
三
時
二
回
目
ノ
添
ヲ
卸
ス
三
尺
一
本
仝

九
時
三
十
分
添
仲
ノ
甑
ヲ
出
ス
添
二
回
廻
リ
テ
直
ニ
仕
込
其
前
直
ニ
仕
込
水
ヲ
壱
石
汲
入
レ

(15)62
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糀
ヲ
入
レ
テ
飯
ヲ
仕
込
ム
跡
蓋
ヲ
ナ
シ
ム
シ
ロ
ヲ
掛
ヶ
置
ク
廿
日
午
前
十
時
頃
割
櫂
ヲ
入
ル

仲
ハ
添
ニ
続
イ
テ
仕
込
水
弐
石
六
斗
ヲ
汲
ミ
入
レ
直
ニ
甑
ヲ
出
シ
三
回
廻
リ
テ
直
ニ
仕
込
ム

翌
日
廿
日
午
前
九
時
割
櫂
ヲ
入
ル
仲
ノ
糀
十
九
日
午
後
十
一
時
三
十
分
荒
仕
事
仝
四
時
三
十
分

仲
仕
事
仝
九
時
仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
廿
日
午
後
六
時
出
糀
前
一
回
ノ
留
糀
ヘ
十
九
日

午
後
六
時
出
糀
十
九
日
午
後
九
時
三
十
分
室
入
レ
十
二
時
床
揉
ミ
種
子
ハ
抍
ニ
テ
弐
合
程
廿

日
午
後
六
時
三
十
分
第
弐
回
留
糀
ノ
床
返
シ
直
ニ
盛
リ
廿
日
午
後
三
時
割
櫂
ツ
ク
添
ハ
仝

弐
時
三
十
分
割
櫂
ヲ
入
ル
未
ダ
上
部
ニ
醪
ノ
上
ガ
リ
ガ
足
ラ
ズ
然
レ
モ
桶
底
ハ
離
レ
テ
居
タ
リ

誠
ニ
勢
力
弱
ナ
リ
仝
午
後
八
時
カ
イ
ツ
キ
仝
十
一
時
留
糀
ノ
蓋
仕
事
廿
一
日
午
前
三

時
三
十
分
頃
仲
仕
事
仝
八
時
仕
舞
仕
事
仝
午
後
六
時
出
糀
廿
一
日
少
シ
醪
泡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時

ニ
ナ
リ
タ
リ
二
回
目
ノ
添
□
弱
仝
大
桶
ノ
櫂
ツ
キ
仝
八
時
又
櫂
ツ
キ
仝
八
時
四
十
分
仲

ノ
仕
込
水
ヲ
汲
ム
終
ル
糀
ヲ
入
ル
但
下
桶
弐
本
ニ
其
レ
ヨ
リ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ
廻
物
ヲ
ナ
シ

夜
食
ヲ
ナ
シ
テ
仕
込
ム
終
ル
桶
蓋
ヲ
片
面
ニ
ム
シ
ロ
ヲ
片
面
ニ
掛
ヶ
テ
置
ク
廿
二
日
午
前
十

時
頃
割
櫂
ヲ
入
ル
午
後
二
時
三
十
分
櫂
ヲ
ツ
ク
仝
夜
八
時
又
カ
イ
ヲ
ツ
ク
大
桶
ノ
方
ハ
泡

ニ
ナ
リ
タ
リ
時
々
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
仝
夜
午
後
九
時
三
十
分
留
ノ
甑
ヲ
出
ス
〔
午
前
八
時
三
十
分
下

桶
弐
本
ヲ
四
本
ニ
ナ
シ
置
ク
〕
三
四
回
廻
リ
テ
夜
食
ヲ
ナ
シ
其
レ
ヨ
リ
仕
込
十
一
時
三
十
分
仕
込
水
ヲ

汲
ミ
入
レ
能
ク
撹
伴
シ
置
ク
翌
日
糀
ハ
八
時
頃
入
ル
廿
三
日
午
後
三
時
三
十
分
下
桶
弐
本

打
ツ
泡
ハ
留
マ
リ
タ
リ
廿
四
日
泡
ガ
出
テ
来
タ
リ
廻
リ
物
ハ
片
側
ス
ッ
ポ
ン
櫂
拾
五
本
位
ヅ
ツ

廻
リ
廿
四
日
ニ
ナ
リ
テ
ハ
泡
ハ
五
六
寸
程
切
リ
上
ガ
ラ
ズ
下
桶
ハ
渋
皮
ニ
テ
居
ル
熱
ナ
シ
□
ハ

大
桶
醪
ノ
温
度
六
十
度
位
ナ
リ
廿
五
日
午
後
三
時
三
十
分
下
桶
壱
本
打
ツ
大
桶
ハ

泡
五
六
寸
程
下
桶
モ
少
シ
泡
ヅ
ク
廿
六
日
朝
五
時
口
打
ヲ
ナ
ス
時
タ
マ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク

泡
少
シ
強
ク
ナ
リ
タ
リ
泡
ハ
時
ニ
消
ス
廿
七
日
午
後
一
時
桶
蓋
ヲ
三
四
寸
明
ケ
テ
ナ
ス
泡

変
ジ
テ
ガ
ニ
泡
ニ
ナ
ル
時
ニ
操
リ
上
ゲ
廿
八
日
午
後
三
時
三
時
見
ル
ニ
カ
ニ
泡
五
分
フ
ッ
キ
リ
五

分
温
度
七
十
度
位
ニ
ナ
リ
タ
リ
（
廿
七
日
夜
十
一
時
頃
胴
巻
ヲ
二
枚
ニ
ハ
カ
ニ
着
セ
ル
）
仝
夜

八
時
見
ル
ニ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
仝
ジ
ク
蓋
ヲ
取
リ
タ
リ
仝
夜
九
時
頃
見
ル
ニ
皆

(16)61
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渋
皮
カ
ニ
泡
三
ヶ
所
有
リ
測
リ
有
リ
タ
リ
特
ニ
ク
リ
上
ゲ
廿
九
日
モ
然
リ
丗
日
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
時

冷
シ
ガ
イ
ヲ
使
フ
丗
一
日
モ
仝
ジ
渋
皮
ニ
テ
居
タ
リ
二
月
一
日
ナ
□
冷
シ
櫂
ヲ
使
〈
切
リ
紙
〉

上
ゲ
置
ク
二
日
モ
冷
シ
櫂
ヲ
使
フ
三
日
モ
仝
ジ
温
度
五
十
度
位
ニ
冷
メ
〈
切
リ
紙
〉

〈
切
リ
紙
〉
グ
ッ
□
湧
ク
五
日
午
後
一
時
醪
検
査
済
仝
二
時
醪
出
ル
検
査
水

続
ヒ
テ
上
ゲ
舟
ヲ
ナ
ス
入
口
第
□
号
桶
ヲ
サ
シ
三
階
荒
走
リ
壷
台
壱
本
ニ
取
ル
終
ル

続
イ
テ
醪
出
シ
ヲ
ナ
ス
大
桶
ヲ
カ
ス
ル
夜
舟
セ
リ
仝
午
後
八
時
カ
サ
二
階
ニ
テ
土
蓋
ヲ
入
ル

仝
十
一
時
三
十
分
杆
ヲ
入
レ
六
日
朝
五
時
迄
ニ
掛
ヶ
下
ゲ
六
時
三
十
分
本
掛
ヶ
仝
日
午
後
三
時

舟
直
シ
直
ニ
掛
ヶ
下
ゲ
仝
四
時
本
掛
七
日
午
前
三
時
三
十
分
粕
ム
キ
終
ル
荒
走
リ
ヲ
引
ク

粕
ハ
粕
桶
ニ
入
ル
終
ル
二
回
目
上
ゲ
槽
カ
サ
三
階
ノ
之
レ
ニ
テ
上
ゲ
切
ル
第
五
号
仕
込
ノ
醪
ヲ

〈
切
リ
紙
〉
仝
午
後
一
時
三
十
分
杆
入
レ
仝
五
時
頃
掛
ケ
下
ゲ
仝
八
時
本
掛
ヶ
荒
走
リ
ナ
シ
八
日
午
前

四
時
舟
直
シ
直
ニ
八
ッ
掛
ヶ
七
時
掛
ヶ
下
ゲ
ヲ
ナ
シ
仝
九
時
本
掛
ヶ
九
日
午
前
四
時
頃
ヨ
リ
粕
ム
キ
仝
十
一

時
清
酒
検
査
済
石21940

時
ニ
呑
ヲ
切
ル
十
日
モ
仝
ジ
十
一
日
モ
仝
ジ
仝
午
後
四
時
頃
コ
モ
ヲ

ナ
ス
十
二
十
三
日
モ
時
ニ
呑
切
ル
十
四
日
十
五
日
モ
呑
切
ル
（
十
三
日
コ
モ
ヲ
ナ
ス
）
十
六
日
午
前
四
時
頃

折
引
ヲ
ナ
ス
第
壱
号
桶
ニ
引
ク
終
ル
直
ニ
折
リ
ヲ
カ
ス
リ
第
六
号
醪
ニ
合
併
四

斗
程
折
引
キ
桶
ハ
直
ニ
目
張
リ
ヲ
ナ
ス

酛
第
五
号
仕
込

明
治
廿
六
年
十
二
月
十
四
日
午
後
九
時
酛
糀
室
入
レ
床
揉
不
詳
病
気
故
十
五
日

午
後
八
時
床
揉
仝
九
時
三
十
分
盛
リ
十
八
日
午
前
四
時
荒
仕
事
仝
八
時
仲
仕
事
仝

　
　
　
　

仕
舞

拾
時
三
十
分
仲
仕
事
仝
午
後
九
時
酛
ノ
味
ノ
甑
ヲ
出
ス
仝
十
二
時
三
十
分
酛
仕
込
仕
事

仝
ジ
十
八
日
朝
迄
手
元
三
廻
リ
其
レ
ヨ
リ
荒
摺
リ
仝
午
後
又
ス
ル
仝
夜
八
時
本
摺
リ
半
切

十
枚
ニ
合
縮
ス
時
ニ
平
櫂
シ
テ
廻
ル
十
九
日
モ
然
リ
廿
日
モ
仝
ジ
廿
一
午
後
八
時
壷
台
ニ

二
本
合
縮
第
□
第
□
時
ニ
廻
ル
仝
日
コ
モ
ヲ
巻
ク
時
ニ
廻
ル
廿
三
日
午
前
六
時
暖
気

ヲ
入
レ
仝
午
後
四
時
抜
ク
廿
四
日
時
ニ
櫂
玉
シ
テ
廻
ル
ツ
ヅ
ラ
蓋
ヲ
ナ
シ
置
ク
暖
気
休
ミ

廿
五
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
三
時
四
十
分
頃
暖
気
ヲ
抜
ク
廿
五
日
午

前
弐
時
頃
ム
シ
ロ
ヲ
巻
ク
廿
六
日
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
廿
七
日
モ
暖
気

ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
時
ニ
廻
ル
廿
八
日
午
前
六
時
頃
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃

(17)60
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壱
本
膨
ラ
ム
甘
ガ
出
テ
来
タ
リ
廿
九
日
モ
例
ノ
通
リ
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
頃
抜
ク
仝
日
夜

見
ル
ノ
ニ
少
シ
オ
ニ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
丗
日
モ
暖
気
ヲ
入
ル
時
ニ
廻
ル
丗
一
日
午
前
六
時
頃
暖
気
入
ル
仝
午
前

七
時
二
十
分
頃
ヨ
リ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
タ
リ
一
本
モ
フ
ッ
キ
リ
ニ
ナ
リ
朝
暖
気
入
ル
仝
午
後
四
時
頃

抜
ク
皆
ヨ
リ
少
シ
フ
ク
レ
タ
リ
丗
一
日
午
後
七
時
三？

十
分
壱
本
上
ゲ
ル
仝
日
残
リ
壱
本
フ
ッ
キ
リ

ニ
ナ
ル
廿
七
年
正
月
一
日
午
後
十
時
頃
壱
本
上
ゲ
ル
仕
事
ハ
前
通
リ
二
日
モ
時
ニ
操
リ
上
ゲ

三
日
午
後
三
時
頃
壷
台
□
号
□
本
ニ
合
縮
ス
時
ニ
操
リ
上
ゲ
四
五
六
七
八

九
十
十
一
十
二
十
三
十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九
廿
日
モ
合
ジ

廿
七
年
正
月
十
八
日
午
後
九
時
三
十
分
添
ノ
糀
ヲ
入
ル
第
四
号
仕
込
二
回
目
仲
ノ
糀
ト
仕
事

ハ
合
ジ
廿
日
午
後
八
時
出
糀
仝
八
時
五
十
分
仲
ノ
糀
ノ
甑
ヲ
出
ス
仝
十
一
時
頃
床
モ
ミ
廿
一
日
午

後
四
時
三
十
分
床
返
シ
仝
八
時
盛
リ
廿
一
日
午
後
三
時
一
本
丈
ヶ
添
ヲ
御
ス
三
尺
壱
本
残
リ

跡
ハ
時
ニ
廻
ル
仝
夜
九
時
三
十
分
甑
ヲ
出
ス
（
其
前
ニ
仕
込
水
ヲ
汲
ミ
入
レ
糀
ヲ
入
ル
）
二
回

程
廻
リ
テ
仕
込
能
ク
撹
伴
シ
テ
蓋
ヲ
ナ
シ
廻
リ
ニ
ム
シ
ロ
ヲ
掛
ヶ
置
ク
仲
糀
廿
一
日
午
後
十
一
時

三
十
分
荒
仕
事
仝
四
時
三
十
分
仲
仕
事
仝
十
時
仕
舞
仕
事
其
間
ニ
積
替
ア
リ

仝
午
後
五
時
三
十
分
出
糀
廿
日
糀
ニ
ハ
少
シ
月
ハ
ゼ
有
香
モ
少
シ
オ
ビ
香
有
ア
リ
廿
一
日
夜

九
時
三
十
分
頃
仕
舞
糀
ノ
室
入
レ
仝
十
一
時
三
十
分
床
揉
ミ
種
子
壱
合
五
勺
程
ヲ

使
フ
廿
二
日
午
後
五
時
三
十
分
床
返
シ
仝
八
時
盛
リ
一
回
目
ノ
留
ノ
糀
ト
第
二
回
目
ノ
添
糀
ハ

仕
事
仝
ジ
仝
八
時
出
糀
残
リ
酛
ハ
時
ニ
廻
ル
廿
二
日
午
後
九
時
三
十
分
留
糀
ヲ
入
ル
仝
十
一
時

三
十
分
床
揉
ミ
種
子
ハ
壱
合
五
勺
程
廿
三
日
午
後
五
時
床
返
シ
仝
八
時
四
拾
五
分

盛
リ
廿
一
日
夜
九
時
三
十
分
一
回
仲
ノ
糀
ヲ
入
レ
シ
ム
仝
十
一
時
三
十
分
床
操
廿
二
日
午
後
五
時

三
十
分
床
返
シ
仝
八
時
三
十
分
盛
リ
仝
十
二
時
荒
仕
事
仝
四
時
三
十
分
仲
仕
事
仝
九

時
三
十
分
仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
廿
三
日
午
後
六
時
出
糀
廿
三
日
午
後
三
時
第
二

回
目
ノ
添
ヲ
卸
ス
仝
八
時
仕
込
水
ヲ
汲
ム
其
レ
ヨ
リ
直
ニ
糀
ヲ
入
レ
撹
伴
シ
置
ク
仝
九
時

三
十
分
添
ヲ
仕
込
ム
□
ヲ
一
回
廻
リ
荒
息
ヲ
抜
キ
テ
直
ニ
仕
込
ム
直
ニ
桶
蓋
ヲ
ナ
シ
ム
シ
ロ
ニ
テ

包
ミ
縄
ニ
テ
縊
リ
置
ク
廿
四
日
午
前
十
時
頃
迄
ニ
醪
上
ゲ
ル
廿
三
日
午
後
十
時
第
一
回
目

(18)59
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ノ
仲
ノ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ
直
ニ
仕
込
ム
（
仕
込
水
ハ
添
水
廿
三
日
午
後
十
時
汲
ム
仲
水
仝
八
時

五
拾
分
ニ
汲
ミ
入
ル
糀
ヲ
入
レ
能
ク
撹
伴
シ
置
ク
）
仲
ハ
大
桶
第
壱
号
ニ
テ
仕
込
ム
廿
二
日

午
後
九
時
三
十
分
仲
ノ
糀
ヲ
入
ル
仝
十
二
時
盛
リ
廿
三
日
午
後
六
時
床
返
シ
仝
八
時
三
十
分
盛
リ

仝
十
二
時
荒
仕
事
廿
四
日
午
前
五
時
三
十
分
仲
仕
事
仝
十
一
時
仕
舞
仕
事
廿
三
日
午

後
九
時
三
十
分
留
ノ
糀
ヲ
入
ル
仝
十
二
時
床
揉
ミ
廿
四
日
午
後
五
時
床
揉
ミ
仝
八
時

盛
リ
仝
ジ
五
時
留
ノ
出
糀
廿
四
日
午
後
九
時
四
拾
分
留
ノ
甑
ヲ
出
ス
二
回
廻
リ
テ
大
急
ギ
ニ

仕
込
テ
水
ヲ
汲
ミ
入
ル
酛
ハ
少
シ
熱
有
リ
タ
リ
糀
ハ
メ
シ
前
ニ
入
ル
廿
五
日
午
後
二
時
時
櫂
ヲ

ツ
ク
仝
八
時
カ
イ
ツ
キ
少
シ
泡
ヅ
ク
但
シ
大
桶
ナ
リ
添
モ
仝
ジ
ク
廿
五
日
留
ト
仝
様
櫂
ヲ
ツ
ク

廿
五
日
午
後
八
時
三
十
分
添
ヲ
入
レ
テ
仕
込
水
ヲ
汲
ミ
石
数
□
仲
桶
弐
本
糀
ヲ
皆
ナ
入
ル

仝
九
時
弐
拾
分
甑
ヲ
出
ス
三
回
程
廻
リ
テ
直
ニ
仕
込
蓋
壱
枚
ニ
ム
シ
ロ
一
枚
掛
ヶ
置
ク
廿
六
日

朝
皆
上
ガ
ル
仝
十
時
三
十
分
割
櫂
ヲ
入
ル
誠
ニ
好
具
合
ニ
静
ナ
リ
廿
五
日
午
後
五
時
三
十
分
留

ノ
糀
ヲ
出
ス
廿
八
日
大
桶
泡
ニ
ナ
ル
二
三
廿
仝
日
午
後
九
時
三
十
分
留
ノ
味
ノ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ

八

直
ニ
仕
込
其
前
ニ
下
桶
弐
本
ヲ
四
本
ニ
直
ス
仕
込
テ
ヨ
リ
仕
込
水
ヲ
汲
ミ
糀
ヲ
其
前
ニ
入
ル

能
ク
撹
伴
シ
置
ク
廿
七
日
正
午
大
桶
ハ
一
尺
程
泡
ガ
上
ガ
ル
仝
午
前
九
時
割
櫂
ヲ
入
ル

仝
午
後
弐
時
櫂
ツ
キ
仝
三
時
下
桶
弐
本
ヲ
大
桶
ニ
打
ツ
下
桶
モ
下
ニ
ハ
ム
シ
ロ
ヲ
掛
ヶ
置
ク
仝

八
時
櫂
ツ
キ
少
シ
廿
八
日
大
桶
ハ
泡
壱
培
ニ
ナ
ル
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
下
桶
五
寸
程
位

泡
上
ガ
ル
少
シ
急
グ
時
々
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
廿
九
日
モ
仝
ジ
丗
日
午
前
六
時
下
桶
一
本
打
ツ
泡
ハ

七
八
寸
程
上
ガ
ル
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
使
ウ
下
桶
モ
泡
四
五
寸
上
ガ
ル
丗
一
日
朝
五
時
頃
口
打

ヲ
ナ
ス
之
レ
ハ
不
詳
不
出？

故
仝
日
オ
ニ
泡
ニ
ナ
ッ
タ
リ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
二
月
一
日
ハ
フ
ッ
切
リ
ニ
ナ

ル
時
ニ
操

リ
上
ゲ
置
ク
熱
ク
具
合
午
前
仕
込
ト
大
同
小
異
ナ
リ
少
シ
抜
ク
二
日
所
々
ニ
カ
ニ
泡
有
リ

渋
皮
ニ
ナ
ル
冷
シ
櫂
シ
テ
廻
ル
三
日
皆
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
冷
シ
櫂
ヲ
使
ウ
熱
ハ
五
六
度
下
ガ
ル

四
日
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
冷
シ
櫂
ヲ
使
ウ
ブ
ツ　
　

湧
ク
五
日
モ
然
リ
時
ニ
冷
シ
櫂
ヲ

使
ウ
温
度
五
十
度
位
ニ
冷
メ
タ
リ
気
候
位
ニ
冷
メ
ル
六
日
ブ
ツ　
　

冷
湧
ヲ
ナ
ス
時
ニ
冷

櫂
ヲ
使
ウ
七
日
ズ
ン
ト
冷
メ
ル
時
ニ
冷
シ
櫂
ヲ
入
〈
切
ト
リ
〉

未
記
入

(19)58
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八
日
時
ニ
廻
ル
少
シ
醪
面
ニ
ナ
リ
タ
リ
午
後
三
挺
取
ル
ス
ッ
カ
リ
冷
メ
ル
九
日
午
前
十
一
時
醪

検
査
済
石
数
仝
午
後
二
時
ヨ
リ
石24

□32

醪
出
シ
続
イ
テ
上
ゲ
槽
終
ル
跡

醪
出
シ
大
桶
ヲ
カ
ス
ル
カ
サ
三
階
侍
桶
弐
本
仝
八
時
ド
蓋
ヲ
入
ル
〈
切
ト
リ
〉

〈
切
ト
リ
〉
朝
飯
前
掛
ヶ
下
ゲ
朝
メ
シ
終
ル
半
掛
ヶ
午
後
弐
時
ヨ
リ

槽
直
シ
直
ニ
掛
ヶ
下
ゲ
仝
七
時
本
掛
ヶ
荒
走
リ
時
ニ
呑
切
ル
入
口
ハ
第
十
八
号
□
壱
石
細
十
一
日

午
前
三
時
三
十
分
粕
ム
キ
ヲ
ナ
ス
続
ヒ
テ
上
ゲ
槽
ヲ
ナ
ス
侍
桶
ハ
外
出
ス
仝
日
午
後
二
時
三
十
分
杆

入
レ
仝
八
時
掛
ヶ
下
ゲ
入
口
満
チ
タ
ル
ニ
由
リ
四
尺
第
七
号
ニ
清
酒
ヲ
入
ル
杆
入
レ
ヲ
石
四
マ
デ
仲
ヲ
見
テ

直
ス
大
流
シ
ハ
カ
サ
二
階
ニ
テ
取
リ
仕
舞
ニ
又
取
ル
荒
走
リ
ナ
シ
仝
十
時
三
十
分
本
掛
ヶ

十
二
日
午
前
九
時
頃
槽
直
ニ
仝
午
後
二
時
三
十
分
本
掛
ヶ
十
三
日
午
前
三
十
分
ヨ
リ

粕
ム
キ
之
レ
ニ
テ
上
ゲ
切
ル
十
四
日
午
前
十
一
時
頃
清
酒
検
査
済
石
数21869

時
ニ
呑
切

ル
十
四
日
十
五
日
モ
呑
切
ル
直
ニ
コ
モ
ヲ
ナ
ス
十
六
日
午
前
五
時
三
十
分
折
引
ヲ
ナ
ス
終
ル
直
ニ
折

ヲ
五
挺
程
オ
ス
リ
第
四
号
醪
ニ
合
併
掛
打
桶
ハ
第
四
石
細
ニ
引
ク
直
ニ
目
張
ナ
シ

置
ク
番
ヲ
三
ッ
程
載
セ
置
ク
廿
四
日
前
四
時
頃
ヨ
リ
第
拾
弐
号
桶
ニ
弐
番
折

ヲ
引
ク
コ
ミ
ハ
リ
下
ゲ
ヲ
ナ
シ
置
ク

酛
第
六
号
仕
込

明
治
廿
六
年
拾
二
月
廿
八
日
午
後
九
時
三
十
分
酛
ノ
甑
ヲ
出
ス
仝
夜
一
時
床
揉
ミ
廿
九
日

午
後
十
一
時
三
十
分
床
返
シ
丗
日
午
前
六
時
盛
リ
仝
午
前
八
時
荒
仕
事
仝
十
一
時
三

十
分
仲
仕
事
仝
午
後
二
時
三
十
分
仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
仝
夜
十
一
時
三
十
分

出
糀
時
ニ
廻
ル
丗
一
日
午
後
十
一
時
ニ
拾
分
前
酛
ノ
味
ノ
甑
ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
テ
夜
食
ヲ
ナ
シ

打
ゴ
モ
リ
弐
本
ナ
シ
仝
十
二
時
三
十
分
仕
込
仕
事
例
ノ
通
リ
廿
七
年
一
月
一
日
朝
手
元

ニ
廻
リ
仝
午
後
ヨ
リ
酛
摺
リ
午
後
八
時
又
摺
ル
十
時
三
十
分
全
ク
終
ル
此
酛
摺
リ

水
ヲ
少
シ
加
ヒ
テ
追
廻
リ
ヲ
ナ
ス
半
切
十
枚
ニ
合
縮
ス
時
ニ
平
櫂
ニ
テ
廻
ル
二
日
三
日
モ
仝
ジ

四
日
午
後
八
時
壷
台
ニ
合
ス
壷
台
巻
キ
ヲ
巻
キ
附
ケ
ム
シ
ロ
ヲ
巻
キ
附
ケ
時
ニ
廻
ル

五
日
モ
六
・
七
八
日
モ
仝
ジ
仝
午
前
六
時
三
十
分
暖
気
ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
抜
ク
九
日

暖
気
休
ミ
ツ
ヅ
ラ
蓋
ヲ
ナ
シ
時
ニ
廻
リ
仝
日
検
査
モ
有
リ
十
日
午
前
六
時
暖
気
ヲ
入
ル

(20)57
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暖
気
ノ
入
レ
有
ル
内
蓋
ハ
反
リ
置
ク
少
シ
甘
味
ガ
出
テ
来
タ
リ
十
一
日
午
前
六
時
三
十
分
暖
気

入
ル
仝
午
後
四
時
三
十
分
暖
気
抜
ク
甘
ガ
出
テ
来
タ
リ
十
二
日
午
前
六
時
三
十
分
暖
気
入
ル
仝

午
後
四
時
抜
ク
十
三
日
午
前
六
時
十
五
分
暖
気
入
ル
仝
午
後
四
時
二
十
分
抜
ク
仝
日
ヨ
リ

少
シ
プ
ツ　
　

ト
玉
ガ
出
テ
来
タ
リ
甘
ガ
充
分
張
リ
テ
来
タ
リ
十
四
日
午
前
六
時
暖
気

ヲ
入
ル
仝
午
後
四
時
抜
ク
十
五
日
モ
暖
気
入
ル
壱
本
膨
ラ
ミ
シ
方
酸
味
出
テ
来
タ
リ

泡
ニ
ナ
リ
テ
膨
ラ
ミ
来
タ
リ
一
本
ハ
甘
ガ
八
九
分
出
テ
来
タ
リ
十
五
日
モ
朝
六
時
二
十
分
暖
気

入
ル
仝
午
後
四
時
二
十
分
抜
ク
十
六
日
午
前
六
時
十
五
分
暖
気
入
ル
仝
午
後
四
時
抜
ク
跡
ノ
ハ
壱
杯

ニ
膨
ラ
ム
時
ニ
廻
ル
一
本
酸
味
ガ
出
テ
来
タ
リ
十
七
日
モ
暖
気
入
ル
カ
ニ
泡
ナ
リ
仝
十
一
時
頃
暖
気

壱
本
抜
ク
仝
夜
八
時
上
ゲ
ル
十
八
日
モ
暖
気
入
ル
仝
四
時
壱
本
抜
ク
十
九
日
午
前
六
時
残
リ
壱
本

上
ゲ
ル
誠
ニ
熱
ガ
張
ル
故
時
々
廻
ル
残
リ
壱
本
古
カ
ツ
タ
リ
酛
分
ス
ル
時
ニ
ハ
渋
皮
ニ
フ
ッ
キ
リ
ハ

半
分
位
ナ
リ
十
九
日
フ
ッ
キ
リ
ガ
出
ル
前
ニ
分
ケ
タ
ル
十
八
日
ニ
フ
ッ
キ
リ
ガ
出
ル
先
ッ
酛
ハ
普
通
ノ
酛

ナ
リ
酸
辛
ノ
ニ
味
ガ
多
分
ナ
リ
分
テ
ヨ
リ
ハ
玉
ガ
ニ
テ
ツ
ブ　
　

渋
皮
ヲ
破
ラ
ザ
ラ
ヌ
様
ニ
廻
ル
廿
日
モ

廿
一
モ
仝
ジ
廿
一
日
廿
二
日
仝
ジ

廿
二
日
午
後
九
時
三
十
分
添
糀
室
入
レ
仝
十
二
時
床
揉
廿
三
日
午
後
五
時
三
十
分
床
返
シ
仝

八
時
四
十
分
盛
リ
仝
十
二
時
荒
仕
事
廿
四
日
午
前
五
時
廿
分
仲
仕
事
仝
十
一
時
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
時

舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
仝
午
後
出
糀
仲
糀
ハ
仝
五
時
時
ニ
撹
伴
シ
置
ク
廿
五
日

午
後
三
時
添
卸
シ
仝
八
時
三
十
分
ヨ
リ
仕
込
水
ヲ
汲
ム
糀
ヲ
入
レ
添
イ
揉
ヲ
ナ
ス
仝
九
時
廿
分
添

ノ
甑
ヲ
出
ス
二
度
大
急
ギ
ニ
廻
リ
テ
仕
込
メ
シ
ハ
少
シ
掛
ケ
タ
リ
廿
六
日
午
前
ノ
内
上
ガ
ル
仝
午
後
二

時
割
櫂
ヲ
入
ル
添
ハ
添
巻
ヲ
着
セ
ム
シ
ロ
ヲ
廻
リ
ニ
掛
ケ
テ
置
ク
廿
四
日
午
後
九
時
三
十
分
添

　

糀　
仲
ノ
甑
ヲ
出
ス
例
ノ
通
リ
室
入
レ
仝
十
二
時
床
揉
廿
五
日
午
後
五
時
三
十
分
床
返
シ
仝
八
時
盛
リ

　
　
　
　
　

廿
六
日
午
前　
　
　
　
　
　
　
　

仝
八
時
盛
リ

仝
十
二
時
荒
仕
事
仝
五
時
仲
仕
事
仝
十
時
仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
ア
リ
荒
仕
事
ヨ
リ
糀

蓋
ノ
積
様
ハ
×
ニ
ナ
ス
蓋
ハ
一
重
段
二
一
枚
廿
五
日
留
糀
ヲ
入
ル
仝
十
二
時
床
揉
ミ
廿
六
日

午
後
五
時
三
十
分
床
返
シ
仝
八
時
盛
リ
添
仲
ノ
糀
ハ
添
ハ
八
時
ニ
出
糀
仲
六
時
ノ
出
糀
留
糀
十

　
　
　
　
　

廿
七
日
午
前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
時
荒
仕
事
仝
五
時
仲
仕
事
仝
九
時
三
十
分
仕
舞
仕
事
間
ニ
積
替
有
リ
仝
午
後
五
時

(21)56
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三
十
分
出
糀
廿
六
日
午
後
九
時
三
十
分
仲
ノ
糀
ヲ
入
ル
仝
十
二
時
床
揉
ミ
廿
七
日
午
後
九
時
三
十
分
盛
リ

廿
七
日
午
後
三
時
三
十
分
二
回
目
ノ
添
ヲ
卸
ス
仝
八
時
仕
込
水
ヲ
汲
ミ
糀
二
枚
直
ニ
入
ル

第
壱
回
目
ノ
仲
ヲ
仝
八
時
ニ
大
桶
ニ
入
ル
大
桶
十
二
号
第
壱
回
目
ノ
添
ハ
廿
七
日
ニ
少
シ
泡

ガ
五
寸
程
下
桶
ニ
上
ガ
リ
居
タ
リ
仲
ノ
糀
ハ
廿
八
日
午
後
六
時
四
十
分
頃
出
糀
廿
七
日
午
後

十
時
添
仲
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
添
ハ
荒
息
ヲ
抜
ク
直
ニ
六
七
枚
仕
込
跡
二
回
廻
リ
テ
仕
込
メ
シ
ハ

掛
ケ
タ
ル
ナ
リ
直
ニ
蓋
ヲ
ス
ル
ム
シ
ロ
ニ
テ
包
ム
只
掛
ケ
放
シ
廿
八
日
午
後
二
時
割
櫂
ヲ
入
ル
仝
八

時
櫂
ツ
キ
仲
ハ
三
廻
リ
テ
直
ニ
仕
込
テ
仕
込
水
ヲ
汲
ミ
入
レ
糀
ハ
メ
シ
ノ
前
ニ
入
ル
能
ク
撹
伴
ス
廿

八
日
午
前
十
一
時
三
十
分
割
ガ
イ
ヲ
入
ル
仝
午
後
二
時
抜
櫂
ヲ
ツ
ク
仝
八
時
又
櫂
ツ
キ
蓋
丈
ケ

ナ
シ
置
ク
静
ナ
リ
留
糀
ハ
廿
七
日
午
後
九
時
三
十
分
室
入
レ
仝
十
一
時
三
十
分
床
揉
ミ
廿
八
日
午
後
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
床
返
シ
仲
ノ
糀
ハ
午
前
壱
時
三
十
分
仝
六
時
仲
仕
事
仝
十
時
三
十
分
積
仕
舞
仕
事

間
ニ
積
替
ア
リ
廿
八
日
午
後
十
時
留
糀
ハ
盛
リ
仝
壱
時
三
十
分
荒
仕
事
仝
五
時
三
十
分
仲

仕
事
仝
九
時
三
十
分
ガ
仕
舞
仕
事
廿
九
日
午
後
六
時
出
糀
廿
八
日
午
後
十
時
留
ノ
コ
シ
キ

ヲ
出
ス
三
回
廻
リ
夜
食
廻
リ
物
ヲ
ナ
シ
テ
仕
込
直
ニ
仕
込
水
ヲ
汲
ミ
廿
九
日
朝
五
時
見
ル
ニ
皆
ナ

上
部
ニ
メ
シ
ガ
上
ガ
リ
タ
リ
仝
午
前
十
時
割
櫂
ヲ
入
ル
櫂
ツ
キ
午
後
二
時
ニ
八
時
仝
午
後
九
時
三
十
分

仲
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
三
四
回
廻
リ
テ
廻
リ
物
ヲ
ナ
シ
テ
仕
込
ム
糀
ハ
其
前
ニ
入
ル
仲
桶
弐
本
メ
と
仕

込
テ
ヨ
リ

仕
込
水
ヲ
汲
ミ
入
レ
十
三
杯
ヅ
ツ
丗
日
午
前
十
一
時
割
櫂
ヲ
入
ル
具
仝
上
等
大
桶
ハ
二

三
寸
程
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
仲
ハ
丗
日
午
後
抜
櫂
ヲ
使
フ
仝
八
時
カ
イ

ツ
キ
大
桶
ハ
水
泡
ナ
リ
丗
日
午
後
十
時
頃
仕
舞
ノ
コ
シ
キ
ヲ
出
ス
下
桶
四
本
仕
込
テ
ヨ
リ
仕
込

水
ヲ
汲
ミ
入
レ
能
ク
撹
伴
シ
置
ク
丗
一
日
午
前
十
一
時
割
櫂
ヲ
入
ル
仝
午
後
二
時
抜
櫂
ヲ

ツ
ク
仝
午
後
八
時
二
番
櫂
ヲ
ツ
ク
二
月
一
日
午
前
五
時
三
十
分
下
桶
弐
本
大
桶
ニ
打
ツ
大
桶
泡

四
五
寸
程
上
ガ
ル
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
二
日
モ
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
使
フ
泡
四
五
寸
程
三
日
午

前
六
時
下
桶
壱
本
打
ツ
泡
口
頭
一
杯
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
廻
ル
四
日
午
前
五
時
迄
ヘ
四
寸
程
泡
有
リ

少
シ
泡
減
シ
テ
来
タ
リ
仝
九
時
頃
口
打
ヲ
ナ
ス
口
頭
七
八
寸
ノ
間
三
十
分
時
間
ニ
一
杯
ニ
格

別
泡
ハ
濃
ク
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂
ヲ
ツ
ク
仝
日
ヨ
リ
夜
ハ
泡
番
ヲ
ナ
ス
五
日
朝
ヨ
リ
泡
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番
無
シ
カ
ニ
泡
ニ
ナ
リ
タ
リ
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
ガ
イ
ヲ
使
ウ
熱
七
十
五
六
度
追
々
泡
減
ジ
テ
来
タ
リ

六
日
夕
方
廻
リ
見
ル
ノ
ニ
カ
ニ
泡
二
寸
五
分
程
上
ガ
リ
居
タ
リ
熱
ハ
六
十
度
見
当
時
ニ
ス
ッ
ポ
ン
櫂

シ
テ
廻
ル
七
日
午
後
八
時
見
ル
ノ
ニ
フ
ッ
キ
リ
上
等
出
シ
居
タ
リ
時
ニ
繰
リ
上
ゲ
ル
熱
減
少
シ
六

十
七
八
度
位
八
日
午
後
五
時
廻
リ
見
ル
ノ
ニ
フ
ッ
キ
リ
九
分
渋
皮
一
分
位
ナ
リ
廻
リ
テ
直
ニ
二
十
分
程

径
テ
見
ル
ノ
ニ
渋
皮
一
寸
五
分
位
上
ガ
リ
居
タ
リ
時
ニ
廻
ル
熱
度
ハ
二
三
度
減
シ
テ
来
タ
リ
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後

午
前
九
時
見
ル
ノ
ニ
渋
皮
四
分
フ
ッ
キ
リ
六
分
位
有
リ
仝
八
時
頃
見
ル
ニ
渋
皮
七
分
フ
ッ
キ
リ
三
分

位
ナ
リ
熱
度
五
十
五
度
位
ナ
リ
十
日
ハ
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
少
シ
フ
ッ
キ
リ
有
リ
時
ニ
操
リ
上
ゲ
置
ク
熱

度
五
十
度
位
十
一
日
夜
見
ル
ニ
ス
ッ
カ
リ
渋
皮
ニ
ナ
リ
タ
リ
熱
ハ
追
々
減
ズ
渋
皮
七
八
分
位
厚

サ
有
リ
時
々
操
リ
十
分
バ
カ
リ
ク
リ
上
ゲ
十
二
日
渋
皮
熱
誠
ニ
無
シ
時
ニ
廻
ル
十
三
日
モ
然
リ

渋
皮
少
シ
減
ジ
ル
時
々
冷
シ
櫂
ヲ
使
ウ
十
三
日
午
前
壱
時
〈
切
ト
リ
〉
十
四
日
午
前
十
時
□

醪
検
査
済
続
イ
テ
上
ゲ
槽
ヲ
ナ
ス
カ
サ
三
階
袋
皆
ナ
上
ゲ
ル
終
ル
残
リ
ノ
醪
出
シ
跡

カ
ス
ル
午
後
ヨ
リ
仕
込
桶
ヲ
外
出
ス
入
口
桶
第
十
号
十
九
号
細
仝
午
後
十
二
時
杆
入
レ
十
五

日
午
前
六
時
掛
下
ゲ
仝
九
時
本
掛
ケ
ヲ
ナ
ス
是
ノ
醪
ハ
侍
桶
ニ
入
レ
テ
渋
皮
壱
寸
程
脹

リ
居
タ
ル
故
上
ゲ
槽
ノ
誠
ニ
困
難
ニ
テ
有
リ
タ
リ
十
五
日
午
後
八
時
三
十
分
槽
直
シ
十
六
日
午

前
四
時
粕
ム
キ
続
イ
テ
残
リ
ノ
醪
ヲ
上
ゲ
袋
有
リ
丈
ケ
午
後
六
時
枰
入
レ
仝
十
二
時
掛
ヶ

　
　
　
　
　
　

下
ゲ
清
酒
ハ
第
十
五
号
ニ
入
レ
切
レ
ザ
ル
故
第
十
八
号
細？
ニ
入
ル
荒
走
リ
ナ
シ
十
八
日
午
前
弐
時
本

掛
ヶ
仝
九
時
三
十
分
槽
直
シ
仝
午
後
二
時
本
掛
ケ
十
九
日
午
前
三
時
粕
ム
キ
之
ニ
テ
終
ル

粕
ハ
皆
一
緒
ニ
成
シ
コ
モ
デ
蓋
ヲ
ナ
シ
桶
蓋
ヲ
ナ
ス
清
酒
ハ
時
ニ
呑
切
ル
廿
一
日
廿
二
日
モ
時
々
呑
切

廿
三
廿
四
廿
五
廿
六
廿
七
廿
八
日
モ
仝
ジ
三
月
一
日
モ
仝
ジ
一
日
六
七
□
ヅ
ツ
呑
切
ル
二
日
午
前
四
時
三
十
分
ヨ
リ

折
リ
引
ヲ
ナ
ス
第
拾
七
号
入
口
ニ
引
ク
仝
九
時
折
ヲ
カ
ス
ル
折
引
桶
ハ
コ
モ
バ
ン
ヲ
ナ
シ
置

ク
折
ハ
四
斗
程
有
リ
各
壷
台
ニ
入
ル
時
ニ
呑
切
リ
タ
リ
第
四
号
桶
ニ
三
月
二
日
壱
弐
番
折
リ
引
ク
折

ハ
少
シ
有
リ
タ
ル
ノ
ミ

　
　

醪
石
数
弐
拾
四
石
六
斗
九
升
三
合

　
　

清
酒
石
弐
拾
三
石
０
四
升
三
合

　
　
　
　

廿
七
年
二
月
廿
三
日
検
査
済
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四

四

△ △ △ △

△

四

仕込中部

場　石

第
　
号
桶

第
　
号
桶

第
　
号
四
尺

廿
五
年
度

□
清
酒

不
用
□
□

新
酒
入
口
□
□

槽
　
場

94477

第
　
号
1

第
　
号
12

第
　
号
11

第
　
号
15

第
　
号
3

新
口
折
引
桶

四 尺
第 　 号6

新 酒 折 引 桶

仕込桶

第 　 号1
6

粕 桶

入
口
桶

入
口
桶

入
口
桶

入
口
桶

第
　
号

第
　
号

第
　
号

第
　
号

1791815

柱

？
入口桶
仕込桶
四尺桶
諸々桶

表 1　（3）明治廿六年度造酒一覧表（明治 26年度醸造日誌の表を元に作表）

図 1　仕込中桶据及ビ諸器械製置法夏桶諸器械据置ノ事

（明治 26年度醸造日誌の（5）桶遣法及び火入夏守ノ部より作図）

表 2　（4）明治廿六年度造酒元料搗立概算表（明治 26年度醸造日誌第壱号より作表）

(24)53
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四
．
白
子
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料写真 6　長嶋酒造所酒蔵とレンガ煙突写真 9　名入の徳利・おちょこ等

　　　写真 7　長嶋酒造所のラベル写真 10　日本醸造協会誌一部

　　       （大正 7年版～昭和 5年版）

　　　写真 8　煙突レンガ写真 11　陶器製 2斗樽　

(25)52
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五
．
ま
と
め

　

今
回
こ
の
様
な
地
域
の
酒
造
り
資
料
が
発
掘
で
き
た
の
は
、
何
よ
り
も
蔵
の
ご
当
主
で

あ
る
栁
下
稔
氏
の
文
化
財
に
対
す
る
深
い
造
詣
と
、
地
域
・
学
校
へ
の
信
頼
に
依
拠
し
た

寄
贈
に
よ
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
吉
田
武
司
氏
お
二
人
に
衷
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
治
期
の
古
文
書
は
、
カ
ナ
混
じ
り
文
で
江
戸
期
の
地
方
文
書
よ
り
読
み
取
り
は
容
易

と
安
易
に
考
え
て
い
た
が
、
旧
字
体
や
酒
造
り
の
知
識
の
な
い
私
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に

も
難
解
で
、
文
中
不
明
解
な
文
言
や
□
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
特
に

酒
造
り
の
専
門
用
語
や
明
治
期
の
言
葉
遣
い
な
ど
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
今
回
公
表
に
至
ら
な
か
っ
た
残
り
の
章
や
明
治
二
四
年
、
二
五
年
期
の
醸
造
日

誌
等
に
つ
い
て
も
今
後
読
解
、
公
表
し
な
く
て
は
と
考
え
て
い
る
。
郷
土
の
歴
史
や
酒
造

関
係
の
発
掘
調
査
に
堪
能
な
方
の
ご
助
力
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
白
子
小
学
校
並
び
に
和
光
市
教
育
委
員
会
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
ご
協
力
頂
い
た
安
井
翠
氏
、
木
下
希
美
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

【
参
考
文
献
】　

坂
下
公
民
館　

一
九
八
一　
『「
坂
下
の
歴
史
」資
料　

明
治
、大
正
期
の
坂
下
を
語
る
座
談
会
の
ま
と
め
』　

坂
下
公
民
館
協
力
委
員
会

新
潟
県
教
育
委
員
会　

一
九
七
八　
『
越
後
の
杜
氏
と
酒
男
』　

無
形
の
民
俗
文
化
財
記
録
第
三
集　

新

潟
県
教
育
委
員
会

吉
田
元　

二
〇
一
三　
『
近
代
日
本
の
酒
づ
く
り　

美
酒
探
求
の
技
術
史
』
岩
波
書
店

和
光
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四　
『
和
光
市
建
造
物　

長
泉
酒
蔵
・
長
屋
門
・
代
官
屋
敷
調
査
報
告
書
』　

和
光
市
の
む
か
し
第
十
二
集　

和
光
市
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ざ
き　

や
す
ひ
こ
（
和
光
市
文
化
財
保
護
委
員
）

(26)51
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